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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　１　岩の街ザーン







　秋の澄すんだ空に浮かんだ雲が、大地に影を落とし、草に覆おおわれたなだらかな丘きゆう陵りよう地ち帯たいを、黄き緑みどりと深ふか緑みどりのまだらに染そめ分けていた。目に見えないほどゆっくりと雲が動いてゆくにつれ、二つの色の境界線が大地の起き伏ふくを愛あい撫ぶするように移動してゆく。

　丘の間を縫ぬって伸びる街かい道どうを、十数台の荷馬車の隊たい列れつが、がたごとと車輪の音を響ひびかせながら進んでいた。空の高みから見下ろす者があったとすれば、茶色いリボンの上を這はい進んでいる黒いちっぽけなムカデのように見えたかもしれない。秋の陽ひ射ざしの下もと、車輪の舞まい上げる乾かん燥そうした土つち埃ぼこりが、隊列の姿をうっすらとかすませている。

　収しゆう穫かくした作物を街まで売りに行く農民たちの隊列だった。〝盗とう賊ぞく都市〟ドレックノールに近いこのあたりでは、治安が悪く、街道でさえ山さん賊ぞくが出しゆつ没ぼつすることは珍しくない。金かね目めのものは運んでいないからと言って、安心できないのだ。山賊を警けい戒かいして、農民に偽ぎ装そうして貴重品を運ぶ商人がいるため、愚おろかな山賊が間ま違ちがえて普ふ通つうの農民を襲おそうことがある。貧しい農民たちは護ご衛えいを雇やとえないので、なるべく大人数で移動することで自じ衛えいしていた。

「おおい、少年、見えてきたぜ」

　隊列の最後尾で、馬に乗って警戒の役目をしている中年の男が、前をゆく馬車の荷台に積み上げられた小麦の袋ふくろの山にむかって怒ど鳴なった。

「……ん」

　揺ゆれる小麦袋の山の上で、蜂はち蜜みつ色いろをした小さな頭が、もぞもぞと動いた。眠たげな目をこすりながら、少年が上半身を起こす。雲が作り出す柔やわらかい日ひ陰かげと、馬車の揺れが気持ちいいので、つい居眠りしていたのだ。

　さほど遠くない海からの風が、少年のさらさらした髪かみをふわりとかき上げた。まだあどけなさの残る顔。好こう奇き心しんでいっぱいの大きな瞳ひとみ──上品な服装をしていたら、女の子と言っても通用するかもしれないが、今はすり切れた革かわの上着と薄うす汚よごれた半ズボンという、いささか色気に欠ける身なりである。

　名前はサーラ。吟ぎん遊ゆう詩し人じんの歌に出てくる伝説の英雄の名である。顔も覚えていない父がつけたものだ。

「何……？」

「あれさ、ほれ」

　馬に乗った男──フラークという名前だった──は、顎あごをしゃくって、隊たい列れつの前方を示した。サーラは振ふり返って前方を見た。

「うわ……」

　少年の口がぽかんと開き、感かん嘆たんの声が洩もれた。

　丘きゆう陵りようの向こうから姿を現わしたのは、鉄てつ錆さびの色をした大きな岩山だった。緑の草原を破り、大地の底から巨大な力で押し上げられてきたかのようだ。頂上にわずかに緑がある他は、ほとんど岩いわ肌はだがむきだしになっている。奇き形けいのキノコか、焼きそこないのパンのような、ひどく醜みにくい形をしているが、その巨大さは単純な美び醜しゆうの基準を超ちよう越えつして、見る者に不ふ思し議ぎな感動を覚えさせた。

　岩山のあちこちから細い煙が何本も立ち昇っていて、まるで空から垂たれた蜘く蛛もの糸のようだった。多くの人が暮くらしている証しよう拠こである。それが巨大な街であることを、サーラは話で聞いて知っていた。岩山の内部を縦じゆう横おうにくり抜いた洞どう窟くつ網もうによって構成された地下都市ザーン──このザーン国の首しゆ都とである。

「女の人だ……」

　サーラは茫ぼう然ぜんとつぶやいた。岩山の南側、少年の見ている方向からだと左の端が、斧おので断たち割ったように垂すい直ちよくに切れ落ち、そこに人の輪りん郭かくが見えた。

　錯さつ覚かくではない。それは確かに冠かんむりをかぶった女性の横顔で、その下には胸のふくらみもあった。大きく腕を広げた格かつ好こうで、背中と下半身は岩山に溶とけこんでいる。まるで岩から生まれ出ようとしているかのようだ。

　少年はその驚きよう異い的てきな光景から目をそらすこともできなかった。

「ナイアフェスの像さ」

　まるで自分のものであるかのように、フラークは自じ慢まんげに言った。

「ザーンの初代の女王様さ。この国を作って、あの岩山を都に定めたお方だ。自分の偉大さを記念するために、ああやって岩がん壁ぺきを削けずって自分の像を彫ほらせたのさ──もっとも、半分しかできないうちに死んじまったもんで、あんな風に腰こしから下が岩に埋うまったままなんだがな」

「……きれいな人だったの？」

「さあな。もう二百年も前の話だから……ほら、冠かんむりがきらきらしてるだろ？」

「ほんとだ」

　像の冠の部分が赤や緑の光を反射し、本当に宝石がはまっているように見えた。

「あそこに今の王様が住んでなさるんだ。一度も見たこたぁねえがな。あの頭の後ろのところがお城になっていて、冠のところが展てん望ぼう台だいになってるんだそうだ。窓に色ガラスがはまってるのさ」

「すごいや……」

　サーラの声は感動のためにかすれ、馬車の音になかばかき消されていた。胸が興こう奮ふんと期待でぎっしり詰つまっていた。

　故郷を出てからここまで、五日間の行程だった。地図の上では指数本分の距離でしかないが、生まれてから一度も村を出たことのなかった十一歳の少年にとっては、思いきった覚かく悟ごの大旅行だった。

　彼は家出してきたのだ。

　途と中ちゆうの村でザーンに向かう荷馬車隊に出会い、快こころよく便びん乗じようさせてもらえたのは、まったく幸運だった。食糧を調ちよう達たつする金は充じゆう分ぶんにあったとはいえ、ずっと徒と歩ほだったら大変だったろう。曲がりくねった石ころだらけの山道を通る間は、揺ゆれがひどくて気分が悪くなったものだが、整備された街かい道どうに出てからは、まったく快適な旅だった。

「なあ、バリー？」

「え？　ああ……」

　サーラは一いつ瞬しゆん、自分のことを呼ばれたと気づかなかった。祖父たちが追っ手を差し向けることを予想して、足取りをごまかすため、偽ぎ名めいで旅してきたのだ。

「街についたらどうするつもりなんだ？」

「前に言ったでしょ？　人に会うんだ。親しん戚せきのおじさんさ」

「なるほど。親戚のおじさんねえ……」

「どうしてそんなこと訊きくの？」

　フラークは馬上で肩をすくめた。

「いや、ひょっとして家出じゃないかと思ってな」

　そのさりげない言葉に、サーラは心臓をつかまれた思いだった。しかし、どうにか平静を装よそおい、ぎこちない笑えみを返すことができた。

「どうしてそう思うの？」

「何となくな。俺おれも坊やぐらいの頃、家出したことがあるからさ」

「おじさんも？」

　うっかり口を滑すべらし、サーラは慌あわてて口をつぐんだ。フラークは微笑ほほえみ、気がつかなかったふりをした。

「ああ──もっとも、たった半日で戻もどって来ちまった。だから、まともな家出と呼べるかどうかは分からんけどな」

「どうして家出しようと思ったの？」

「さあ、どうしてだったか……ずいぶん昔のことだから、そのへんは忘れちまったな。たぶん親と喧けん嘩かでもしたんだろうよ。覚えてるのは、家に帰った時、気まずかったってことだけだな」

「気まずかった？」

「ああ。絶対に家に帰るもんかと思って、村を出て街かい道どうを歩きはじめたのはいいけど、考えてみりゃあ、金もない、食い物もない、生きてゆく当てなんて何もない……ま、十歳やそこらの子供じゃ、当たり前だけどな。夕方になって、腹も減へってきたんで、しかたなくすごすごと村に戻もどったんだ」

「家の人に怒おこられた？」

「ああ。気まずかったってのはそこなのさ。俺おれは家を出る時、習いたての字で、板に『いえでします』とだけ書いて、戸と棚だなの上に置いといた。子供なりに考えたのさ。書き置きがすぐに見つかっちまったら、追いかけて来られるだろ？　それで、すぐには目に止まらないだろうけど、いずれは見つかるような場所を選んだのさ。

　家に帰る途と中ちゆう、俺は書き置きがまだ見つかってないことを祈ってた。家出したのに半日で戻もどって来るなんて、あまりにもかっこが悪すぎる。書き置きが見つかってないなら、ただちょっと遠出しただけで済すむからな。

　ところが家に帰ると、ちょうど晩飯時で、シチューをすすっていた姉あね貴きが俺を見て笑った。『あら、フラーク、家出したんじゃなかったの？』……」

　フラークは笑ってかぶりを振ふった。

「あん時の気まずさときたら、忘れられるもんじゃないな。それからは家出なんて一度も考えなかったよ」

「うん、分かるよ、それ」

　サーラは自分の体験と重ね合わせて、おかしい気分になった。彼の場合、字が書けなかったので、家出をした朝、同じ村に住んでいる四つ年下のショーンという少年に、「夜になったら、僕が家出したってお祖じ父いちゃんに伝えて」とこっそり頼たのんだのだった。ショーンは少し無口だが正直な子供で、口が固く、おまけに「家出」という言葉の意味をまだ知らない。この役目にはうってつけだった。

　ショーンはちゃんと伝えてくれただろうか？　サーラは少し不安になった。もし伝でん言ごんがうまく伝わらなかったら、大人たちはサーラが森で迷子になったとでも思いこんで、村じゅう総出で捜そう索さくをやっているかもしれない。それは嫌いやだった。家出というのが身勝手な行動だと分かっているだけに、必要以上に誰かに迷めい惑わくをかけたくなかった。

「だからな」とフラーク。「俺おれは家出する子供を尊敬してるんだ。家出がどんなに大変なことかってことは、よく知ってる。大人だって一人で生きてゆくのは並たいていのことじゃない。それができる子供はたいしたもんだ」

「もし……」サーラはおそるおそる訊たずねた。「仮に僕が家出したんだとしたら……村につれ戻もどす？」

「いや。帰りたくなったら自分で帰るだろ。違うか？」

「そうだね」

　サーラはほっとして、微笑ほほえんだ。

「ねえ、おじさん」

「ん？」

「おじさんは家出して、何になろうと思ったの？」

「何に？　さてなあ。何かあったような気もするが……忘れちまったな」

「僕はね、冒ぼう険けん者しやになるんだ」

「冒険者？　穴に潜もぐったり、怪かい物ぶつを退治したりする仕事かい？」

「そう、それ！　一回だけだけど、もう洞どう窟くつ探たん検けんをやったこともあるんだよ。キマイラって怪物をやっつけたんだ！」

「ほう？　そりゃすごい」フラークは信じていない様子だった。

「本当だってば！　もちろん僕一人じゃなくて、大人おとなの冒険者の人たちといっしょだったけどね。その人たちが、僕には冒険者の素質があるって言ってくれたんだ。だから僕は冒険者になることに決めたんだ！」

「しかし、危ない仕事だろう？」

「もちろん！」サーラはきっぱりと答えた。「だからこそ面おも白しろいんだよ！」

「そうだな」フラークは苦笑した。「子供の頃にはそういう夢を持つのもいいかもしれんな──たとえうまく行かなくても」

「うまく行くさ！　それに僕のは夢じゃないよ。現実だもの」

「現実はなかなか思った通りに行かないもんだぞ」

「行かせるさ！」

　サーラは自信たっぷりに言った。フラークは小さく肩をすくめ、それ以上は何も言わなかった。

　黄き緑みどりと深ふか緑みどりの境界線が、前方からゆっくり近づいて来たかと思うと、荷馬車隊の上をさっと通り過ぎた。雲間から太陽が顔を出す。陽ひを浴あびて草原が輝き、サーラの行く手を祝福しているようだった。

　ザーンの正門は岩山の南側にあるので、街かい道どうは岩山の手前で大きく南に迂う回かいしている。岩山の北側は深い森に覆おおわれているからだ。また、来らい訪ほう者しやに正面から見たナイアフェス像の素す晴ばらしさを堪たん能のうさせるという計算もあった。

　東からの街かい道どうは、像の真正面で西からの街道と合流し、一本の広い道路になって、正門に向かって北上する。道路の左右には、岩が乱雑に積み重なった円えん錐すい形けいの丘が並んでいる。岩山内部にトンネルを掘ったり、像を刻きざむときに出た、岩の破片を積み上げたものだという。その岩いわ屑くずの量からだけでも、いかに大工事であったかが分かる。

　近づくにつれて、岩山の巨大さがますます強烈に心にのしかかってきた。特に南側の面は垂すい直ちよくに近いので、見る者に与える威い圧あつ感かんは大きい。今にもこちらに倒れかかってくるように思えるのだ。

　よく見ると、岩がん壁ぺきの表面には無数の小さな黒い穴があいていた。そのために岩山は巨大な蟻あり塚づかのようにも見えた。光を岩山の内部に導く窓や、通つう気き孔こう、煙突、排はい水すい口こうなど、人工的に掘られた穴である。何百年も人の暮くらしが続いてきたので、穴から出る煤すすや汚お水すいが岩壁の表面を汚よごし、黒や茶色の細い縦たて縞じまを描いていた。

　岩壁に刻まれたナイアフェスは大きく腕を広げ、つんとすました顔で、訪おとずれる者を歓迎している。未完成とはいえ、下から見上げると、その大きさは圧倒的だった。二百数十年の歳月のために風ふう化かして、頰が少し欠け落ちているのが残念だ。

　正門に近づいた。門の前には小さな広場があり、市が立っている。色とりどりの天てん幕まくが立ち並び、果物くだものや野菜、壺つぼ、織おり物ものなどを売る声が騒そう々ぞうしい。菓子を焼いているらしい香ばしい匂においもする。

　門は人の背せ丈たけの何倍もある厚い樫かしの木の扉とびらで、何の飾りもなく、ごつごつした岩いわ肌はだに埋めこまれている格好かつこうだった。像が完成していたら、その台座の部分に当たり、それなりの化け粧しようが施ほどこされる予定だったのだろう。ナイアフェスの後こう継けい者しやたちは、外観を気にかけない実利主義者ばかりで、彼女のやり残した芸術的事業を完成させようという意欲など、まったく持ち合わせていなかったらしい。

　今、門は大きく開け放たれていた。街に入ろうとする人々や馬車の列が、門の前で止められ、二人の衛えい兵へいの質問を受けている。衛兵はもう一組いて、こちらは街から出ようとする人々を調べていた。それほど厳げん重じゆうな審しん査さではなく、形だけのものらしい。人の出入りが多すぎるからだろう。

　サーラは荷馬車から降りた。荷馬車隊の一員のふりをして通過することもできたのだが、後でフラークたちに迷めい惑わくがかかるかもしれないので、やめておいた。彼らが街から出る時に、来る時にいた少年がいないことを、衛兵が不ふ審しんに思うかもしれない。
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　サーラたちのすぐ後ろに、後からやって来た別の一団が並んだ。明らかに冒ぼう険けん者しやである。チェーン・メイルに身を固めてモールをかついだごつい戦士やら、エルフの娘やら、獣けものの皮を着た少女やらの六人組だ。どんな冒険をして来たのか興きよう味みがあったが、すぐに自分の番が来たので、訊ききそこねてしまった。

「子供か。何しに来たんだ？」

　衛兵が無ぶ愛あい想そうに訊たずねた。

「人に会いに来たんです。用事があって。『月の坂道』という店なんですけど」

　緊きん張ちようしているにもかかわらず、サーラは思ったよりすらすらと答えることができた。衛兵はサーラをじろじろ見回し、ふむ、と鼻を鳴らした。

「まあいいだろう。気をつけろよ。最近このあたりじゃ、子供の人さらいが流は行やってるらしいからな」

「ありがとう」

　サーラは会え釈しやくすると、衛兵の横をさっさと通り抜け、トンネルに入った。後から来た六人組は、怪しげな風ふう体ていなので、少し詳くわしく調べられているようだった。

　トンネルは大きくて、荷馬車が楽にすれ違えるほどの広さがあった。最初は薄暗く感じられたが、少し歩くうちに目が慣なれてきた。後方から差しこむ外界の光とは別に、前方に白い光が見えた。大勢の人が集まっているらしく、やけににぎやかそうだ。

　五十歩も歩かないうちにトンネルは終わり、広い空間に出た。初めて目にするザーン内部の様よう相そうに、サーラは驚おどろいて立ちすくんだ。

　そこは釣つり鐘がね状じようの巨大な空くう洞どうだった。端から端まで百歩以上あるだろうか。その中にサーラの村の人口の何倍もの人間がいて、忙しそうに歩き回ったり、荷物を運んだり、店を広げて商売をしたりしているのだった。荷馬車さえも、さも当たり前のように行き交かっている。その規き模ぼと活気は、門の外のちっぽけな市を上回っていた。屋おく内ないなので天てん幕まくはなかったが、代わりに派手なのぼりが林立している。どこからか洩もれている蒸気のために、空洞の向こうの端はうっすらとかすんでいた。サーラは以前に見た地底の湖を思い出した。

　想そう像ぞうを越えたにぎやかさだった。話し声、売りこみの声、歌声、荷物を運ぶ労働者のかけ声、足音、馬車の車輪の音、大道芸人がかき鳴らす楽器の音、何かが触ふれ合うがちゃがちゃという音……それらが渾こん然ぜんとなって、広い天てん井じよういっぱいに反はん響きようし、ざーっという滝の音のような騒そう音おんとなって、巨大な空洞を満たしていた。

　その騒そう々ぞうしさは、静かな村で育った少年を打ちのめした。最初のうち、何か重大な事件でも起きているのではないかと思ったほどだった。だが、しだいに、これがこの街の日常なのだと分かってきた。

　天井の高さも床ゆかの直径と同じぐらいあり、見上げると目がくらみそうだった。太陽を小さくしたような魔ま法ほうの光源が全部で十二個、結晶体の頂点を形成するようにきちんと配列されて、宙ちゆうに浮かんでいる。地下に引きずり降ろされた星座、という印象だった。その他にも外部の光を取り入れる穴が随ずい所しよにあり、地中なのにちっとも暗くない。

　周しゆう囲いの壁の内側には、螺ら旋せん状じようのゆるやかな傾けい斜しや路ろが掘られていた。それもまた馬車が楽に通れるぐらいの幅があり、ちょうどネジ穴の内部のように、円えん筒とう形けいの空間をぐるりと三周している。頂部は人工の太陽よりもまだ上にあった。そこにもまた大勢の人が行き交っていたが、昇り降りするのにわざわざ傾斜路を何周もしなくてもいいように、随所に階段や梯はし子ごが設置されていた。

　その傾斜路に沿って、いくつもの横穴が開いているのに、サーラは気づいた。その中に人が出入りしている。この空洞から放射状にたくさんの通路が伸びており、それらがさらに分ぶん岐きして、岩山の内部全体を網あみの目のように覆おおっているのだった──この大きな空洞でさえ、ザーンのほんの一いつ画かくにすぎないのだ。

　もともとはアレクラストでも最大のオパール鉱こう山ざんだったのだ、と聞いたことがあった。何百年もの間、オパールを求めて鉱夫たちが坑こう道どうを掘り進んでいった結果、ついにはこんな風になってしまったのだ。やがて、岩山の内部が涼しくて過ごしやすく、自然の猛もう威いや外敵の侵しん略りやくに対しても安全であることが分かって、人が住むようになった。しだいに人口が増え、内部の環かん境きようも少しずつ整備されて、ついには世界でも類るいを見ないこのような地下都市が完成したのだ。

「迷っちゃいそうだな……」天てん井じようを見上げ、サーラはぼんやりとつぶやいた。ショックから立ち直るのに、かなりの時間がかかりそうだった。

「おおい、少年」

　フラークの声がした。見ると、ひと足先に門を通過していた例の荷馬車隊が、横穴のひとつにしずしずと入ってゆくところだった。最後尾にいるフラークが、馬から降りて手を振ふっている。

　サーラは通行人の間をすり抜け、彼に駆かけ寄った。

「フラークさん……」

「俺おれたちは作物を扱あつかう商人のギルドに荷物を届とどけなくちゃいけない。お前は？」

「前にも言ったけど、『月の坂道』っていうお店を探さがすよ。そこで人が待ってるはずだから……場所、知ってる？」

「さあ、知らんな。この街には店なんてたくさんあるからな」

「そうか……」

「じゃあ、とりあえずここでお別れだ」

　フラークは右手を差し出した。サーラはその手をぎゅっと握にぎった。フラークが自分を子供扱いせず、対等の存在として見てくれたことが嬉うれしかった。

「がんばれよな。失敗してもくよくよするな。失敗するのもいいもんさ。気まずくなったり、恥はじをかいたり、悔くやしかったり……そういう思いをするたびに、人間はちょっとずつ賢くなってくんだと、俺おれは思うね」

　そう言いながら、フラークは子供時代を懐なつかしんでいるようだった。

「ありがとう──でも僕は失敗しないよ」

「その意気だ。じゃあな」

　フラークは立ち去ろうとしたが、ふと何か気づいたらしく、立ち止まって振り返った。

「ああ、そうだ。思い出したよ」

「何を？」

「俺も十歳で家出した時、冒ぼう険けん者しやになろうと思ってたんだ」

「え……？」

「すっかり忘れてたよ。お前さんが思い出させてくれたんだ──じゃあな」

　フラークは馬を引きながら、横穴の中に姿を消した。

　サーラはしばらくその場にぼんやりと立ち、フラークの言葉の意味を考えていた。彼はこう言いたかったのかもしれない。俺が子供時代にやりそこねたことを代わりにやってくれ、と……。

　サーラは自分の手を見た。フラークとの最後の握あく手しゆの感かん触しよくがまだ残っていた。固くて大きな手だった──何十年も畑仕事をやり続けた男の手だ。

　僕もいつかあんな手になるんだろうか、とサーラは思った。







　２　マローダ







　案あんの定じよう、サーラは迷ってしまった。

　彼が探していたのは、冒ぼう険けん者しやの集まる「月の坂道」という酒場だった。半月前、村を去る時に、冒険者たちのリーダー格である青年デインは、店の位置を示す簡単な地図を渡してくれたのだ。

　だが、ザーンの複ふく雑ざつに入り組んだ通つう路ろ網もうを一枚の紙に描き表わすのは、しょせん不可能なことだった。サーラは紙を横にしたり、ひっくり返したりもしたが、どうしても進むべき方向を見つけることができなかった──いや、なまじ地図を頼たよりに歩き回ったために、かえって混こん乱らんしてしまったとも言える。

　どのあたりかもよく分からない通路の中央で立ち止まり、サーラは途と方ほうに暮くれていた。この街の裏通りに迷いこんでしまったらしい。通路の片側には数十歩おきにランタンが吊つるされているが、それでもちょっと薄暗い。壁かべにも床ゆかにもじかに岩いわ肌はだが露ろ出しゆつしているが、通路の断だん面めんはきれいな四角形なので、洞どう窟くつのような感じはしなかった。

　反対側の壁には不規則な間かん隔かくで扉とびらが並び、中からはにぎやかな音楽が洩もれてくる。雰ふん囲い気きからすると酒場か、もっといかがわしい店かもしれない。色ガラスのはまったランタンや、派手な色彩の看かん板ばんが、それぞれに意い匠しようを凝こらして客を誘さそっている──だが、まともな教育を受けたことのないサーラには、看板の字が読めないのだった。

　サーラはあせっていた。随ずい所しよにある明かり取りの窓から差しこむ外界の光は、すでに夕ゆう闇やみの色が濃こい。もう何時間も街の中をさまよっていることになる。

「あのう、すみません」

　サーラはある店に入ろうとしていた職人風の男を呼び止めた。

「『月の坂道』っていうお店を知りませんか？　冒険者が集まる……」

「さあ、知らねえな」

　仕事を終えて一刻も早く一杯やりたかったらしい男は、邪じや魔ま臭くさそうにそう答えると、音楽のあふれかえる店の中へ、逃げこむように姿を消した。サーラは肩を落とし、ため息をついた。この街の人間は、みんないつも急いでいるようだ。

「……困ったなあ」

　サーラは途と方ほうに暮れてつぶやいた。もう十何人もの通行人に訊たずねているのだが、みんな口く調ちようこそ違うが、「知らない」と言う。確かに、こんなに店が多くては、すべての店の名前を覚えていることなど誰だれにもできないだろう。

　いや、一人だけ「月の坂道」を知っているという男がいた──酒さか樽だるを転ころがして、どこかに運んでいる途と中ちゆうの大男である。何があったのか知らないが不ふ機き嫌げんな様子で、「このもうひとつ上の通路を、ちょっと西へ行ったところさ。行けばすぐ分かる」と大おお雑ざつ把ぱな教え方しかしてくれなかった。

　だが、「もうひとつ上の通路」というのがどれなのか、「西」というのがどっちなのか、サーラにはさっぱり分からなかった。当てずっぽうで見当をつけて行ってみたものの、いっそうややこしい場所に入りこんだだけだった。

　訊ねるべき人間を間違えていたのだ、と気づいたのは、だいぶ経たってからだった。冒ぼう険けん者しやの集まる店なら、冒険者に訊きけば知っているはずだ。こんな大きな街なら、冒険者だって大勢いるだろう……。

　しかし、そう考えて探さがしはじめると、冒険者らしい人物というのは、なかなか見つからないものだった。正門のところで出会ったあの冒険者たちについて行けば良かったのだろうが、今さら気づいても遅おそい。

　どうしても今日じゅうに「月の坂道」が見つからないようなら、まず宿屋を探そう、とサーラは思った。お金はあるんだから、一いつ泊ぱくぐらいはどうにかなる。また明日、探せばいいさ。とにかく、「月の坂道」という店がこの街のどこかにあることだけは確かなんだから……。

　そんなことを考えていた時──

「道に迷ったの？」

　サーラはびっくりして振ふり向いた。いつの間に近づいたのか、背の高い女がすぐ後ろに立っていた。

　猫のような眼をした女だった。ちょっと頰ほおのこけたきつい顔をしているが、なかなか美人で、唇くちびるの赤さが鮮あざややかだった。ライオンのたてがみのような豊かな黒くろ髪かみを銀色のヘアバンドでまとめており、首からは銀色の鎖くさりを垂たらしている。丈の短いスカートは、黒い光こう沢たくのある見たこともないソフト・レザーでできており、ふくよかな腰の線を包みこむにはきゅうくつすぎて、今にも内側からはち切れそうだった。ベルトには護ご身しん用ようとしては大きすぎるダガーを吊つるしている。

　冒ぼう険けん者しやだろうか？　サーラの胸に希望が広がった。

「はい、そうなんです。『月の坂道』っていうお店を探さがしてるんです。知りませんか？」

　女は小首を傾かしげ、値ね踏ぶみするような視線で少年を見下ろした。

「あんた、この街の子じゃないね？」

　女の声は低くて魅み惑わく的だった。サーラがもう何歳か大人おとなに近かったら、その声にぞくっとなったかもしれない。あいにく、そうした感情を持つには彼はまだ幼すぎた。

「はい。知ってる人に会いにこの街に来たんですけど、道が分からないし、看かん板ばんの字も読めなくて、困ってたんです」

「ふうん、字が読めないのか……」女は何かを納なつ得とくしたかのように、ふんふんとうなずいた。「そりゃ大変だ……」

「知ってますか、『月の坂道』ってお店？　冒険者が集まる酒場みたいなところらしいんですけど……」

「ああ、もちろん知ってるよ」

「ほんとに!?」サーラは飛び上がった。「どこですか？　どこ？」

「案内してあげるよ。分かりにくい場所だからね」

　女はにっこりと笑い、サーラの肩に手を置いた。

「何も心配するこたあないよ」

　女は少年の肩を軽く押すようにして、通路を歩きはじめた。その笑え顔がおと声には、単なる親切にしては不ふ自し然ぜんな慣なれ慣れしさがあった──しかし、ようやく手がかりを見つけて有う頂ちよう点てんになっているサーラには、それに気づくゆとりはなかった。

　女がサーラを案内したのは、曲がりくねった通路の奥だった。壁かべのランタンの数が少なくなり、ひどく暗い。通路の掘り方も雑で、天てん井じようは低いし、床ゆかもでこぼこしている。サーラは何度かつまずきかけた。

　さっきまでいた通りに比べて、通行人もやけに少ないようだ。たまにすれ違うのは、いかにも柄がらの悪そうな男や、派は手でな化け粧しようをした女たちだ。曲り角には酒さけ臭くさい浮ふ浪ろう者しやが寝ね転ころがっている。

　一いつ軒けんの酒場の前で、女は立ち止まった。

「ほんとにここ？」

　サーラは首をひねった。デインの書いてくれた地図と、店の位置関係が違いすぎると思えたのだ。

「そうさ。ほら、『つき・の・さかみち』って書いてあるだろ？」

　女は扉とびらの前に立っている安っぽい看かん板ばんの文字をなぞって見せたが、もちろんサーラには読めはしない。

　女はとまどっているサーラの背中を優しく押して、入口をくぐらせた。

　店の中は暗かった。うっすらと煙が漂ただよっており、赤い色ガラスのはまったランプが放つ弱々しい光が、空気を夕焼けのように赤く染そめていた。酒の匂においや、魚を焼く匂いの他に、サーラの知らない匂いが何種類もあった。音楽はなく、あちこちのテーブルで交わされているひそひそ話や、せき払い、カードをシャッフルする音、人がごそごそと身じろぎする気け配はいなどが、潮しお騒さいのように空気を満たしている。

　目が慣なれてくると、煙を通して店の中の様子が分かってきた。古い通路を改造した部屋らしく、さほど広くはないが、奥行きはあるようだ。片側にはカウンターがあって、目つきの悪い髭ひげ面づらの主人が、退たい屈くつそうに片かた肘ひじをついている。テーブルは全部で四つ。そのうち三つに、柄がらの悪そうな男女が座っているが、密みつ談だんやカードゲームに熱心で、こちらに関心を示した様子はない。

　サーラは期待をこめて見回したが、見覚えのある顔はなかった。

「あんたの探さがしてる人、いる？」

　女がささやいた。サーラは無言でかぶりを振ふる。

「その人たち、何て名前なの？」

「デイン、ミスリル、レグ、フェニックス……」

「ミスリル？」女は眉まゆをぴくっと動かした。「ダークエルフのミスリル？」

「ダークエルフじゃないよ。色は黒いけどエルフだよ……知ってるの？」
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「まあね」女は小さく肩をすくめた。「この街じゃ有名だから……ちょっと待ってな。訊きいてみるから」

　女はカウンターに近寄り、主人の顔にキスしそうな距離まで顔を近づけて、小声で何か素早くささやいた。二人は親しいらしい。主人は表情を変えず、横目でちらっとサーラを見ると、小さくうなずいて、短く何か答えた。

　すぐに女は戻もどってきた。

「ミスリルたち、じきに来るらしいよ」

「え、ほんと!?」

「ああ。ここの常じよう連れんなんだと。毎日、今ごろの時間になると、決まって現われるそうだ。待ってればいいさ」

「そうする」

「あたしもつき合うよ。ちょうど一杯やりたいと思ってたとこだったから」

　女は指で主人にサインを送り、飲み物を注文した。主人は無言でうなずいた。二人は店のいちばん奥のテーブルに座った。

「あたしはマローダ。あんたは？」

「サーラ。サーラ・パル」

「へえ、サーラか。いい名前だね」

　名前を誉ほめられて、サーラは複ふく雑ざつな気分だった。女みたいな名前なので、自分ではあまり気に入っていないからだ。

「ねえ……」

　マローダは腕うで組ぐみしたままテーブルに身を乗り出し、サーラに顔を近づけた。額ひたいと額が軽くぶつかった。口くち紅べにの匂においまで感じられる。

「訊きいてもいいかな？　ミスリルたちにいったい何の用？　仕事の依い頼らい？」

　サーラはちょっとどぎまぎした。「ううん……仕事じゃないよ」

「じゃあ何？」

「仲間にくわえてもらいに──僕、冒ぼう険けん者しやになるんだ」

　マローダは口を小さなＯの字にして、驚おどろきを表現した。「……そりゃあすごい」

「噓うそじゃないよ」

「疑ってやしないよ。ちょっと若すぎるんじゃないかって思っただけさ……ふうん、そうか。冒険者になるのか──」

　その時、主人がカウンターから出てきて、サーラの顔ほどもある大きな木製のジョッキを二つ、テーブルの上に乱らん暴ぼうに置いた。泡あわが縁ふちからこぼれていた。

　サーラは困こん惑わくして、ジョッキに手を出さなかった。秋の収しゆう穫かく祭さいの時などに、小さな杯さかずきに入ったワインを飲んだことはあるが、ビールを飲んだ経験はない。

「遠えん慮りよしなくていいよ」マローダは自分のジョッキを持ち上げながら言った。「あたしがおごるからさ」

「そうじゃなくて、僕、ビールはまだ……」

「何言ってんだよ。冒ぼう険けん者しやがビールぐらい飲めなくてどうすんの」

　そんな風に挑ちよう発はつされては、飲まないわけにはいかない。サーラは重たいジョッキを両手でつかんで口に運ぶと、マローダがジョッキを傾けるのに合わせて、ぐいと傾けた。強い匂においのする液えき体たいを、一気に四分の一ほども胃に流しこむ──

　数秒後、サーラは激はげしくむせ、テーブルの上に泡あわを飛び散らしていた。

「あらあら、無む理りさせちまったかな」

　マローダは口の回りの泡をぬぐいながら、少年の慌あわてぶりを愛しげに見下ろし、優ゆう雅がに微笑ほほえんだ。

「何で大人おとなは、こんなものおいしそうに飲むの……？」サーラは苦しさに涙を流しながら言った。「苦いだけじゃない……」

「大人になるとおいしくなるのさ」とマローダ。

　サーラは顔をしかめた。「ほんとに？」

「ああ。誰だれだって最初はまずく感じる。でも、何度も飲むほどに味が分かってくる。ビールがおいしく感じられるようになったら、立派な大人さ」

「じゃあ、大人になるためには、がまんして飲まなきゃいけないのか……」

「そういうことだね」

　サーラはしかたなく、ジョッキにまだたっぷり残っているビールに、ちびりちびりと口をつけた。これをおいしく感じられる日が来るとは、とても信じられなかった。

　マローダはすでに一杯目のビールを飲み干ほし、二杯目を注文していた。

「ねえ、サーラ」

「ん？」

「ミスリルに会ったことあるのかい？」

「うん。三週間ほど前だけどね。ミスリルやデインたちを見て、冒ぼう険けん者しやになりたいと思ったんだ」

「いったい何でまた？」

「それはね──」




　問われるままに、サーラはいきさつを話した。三週間前、デインたち四人の冒ぼう険けん者しやが自分の村にやって来たこと。彼らのキマイラ退治の冒険に、好こう奇き心しんから同行したこと。キマイラに捕とらえられて呪のろいをかけられそうになったところを、四人が力を合わせて助けてくれたこと。最後には自分が大活躍して、河に流れてなくしそうになったキマイラの首を取り戻もどし、祖父に報ほう酬しゆうを出させたこと……。

　多少の脚きやく色しよくをくわえ、すべての事情を語り終えた頃には、サーラの顔は真っ赤になっていた。ジョッキの中のビールは、もう残り少ない。

「なるほど。それで冒険者にあこがれて家出したわけか……でも、ご両親は心配してるんじゃないかい？」

「両親……？」

　サーラはとろんとした目で問い返した。眠りに落ちる直前のように、頭がぼうっとしている。マローダの質問の意味を理解するのに数秒かかった。

「父さんも母さんもいないんら……」舌がもつれやすくなっていた。「お祖じ父いちゃんは僕のこと、かわいく思ってないし……」

「ザーンまで一人で旅してきたわけ？　路ろ銀ぎんはどうしたんだい？」

「ミスリルたちがくれたんらよ。分け前らって……」

「分け前？」

「うん……僕がいなかったら、キマイラの首、なくしちゃって、報酬がもらえらいところらったんらもの。それれ、四四〇〇のうち、四〇〇を僕に……」

「なるほど。いかにもミスリルらしいね」

「そう言えば、ミスリルたち、遅おそいね……？」

「じきに来るだろ」

「ねえ……」

　今度はサーラの方から身を乗り出し、顔を近づけた。

「ミスリルのこと、よく知ってるの？」

「うーん、まあね」マローダは視線を宙ちゆうにそらせ、あいまいに答えた。「知り合いだったこともあったかな……」

「恋人？」

「……ませたこと訊きくねえ」

「ごめんなさい……」

「謝あやまることないって」マローダは苦笑し、しみじみと言った。「確かにね。昔はいっしょに冒険したこともあるよ。恋人みたいな関係だったこともある。ずっと昔だけど……いい奴やつだよ、あいつはね」

「今は恋人じゃないの？」

「違う」

「ろうして？」

「別れたのさ。喧けん嘩かしたの」

「らから、ろうして？」

　マローダは少年の額ひたいを軽くつつき、微笑ほほえんだ。「子供に分かることじゃないよ」

「僕もう、子供じゃないもん。ビール、飲んじゃったもん」

「味が分かるようになった？」

「うーん……」サーラはもうろうとした頭で考えた。「よく分かんない……」

「ほら見ろ」

「うーん……」

　サーラはべったりとテーブルに突っ伏ぷし、うなった。頭の中に霧きりがかかっているようで、まともに考えることができない。眠くてたまらない。

「みんな、遅おそいね……」

「眠たけりゃ、寝ててもいいよ。来たら起こしてやるから」

「やら。来るまれ起きてる……」

「好きにするがいいさ」

　マローダは肩をすくめ、三杯目のビールを飲み干ほした。こちらは顔色ひとつ変えていない。

「ねえ……」

「ん？」

「何か話して……」

「話？　何を？」

「何れもいい。ひまつぶしになるようらもの……」

「うーん、そうだねえ……」

　マローダはちょっと考えてから、サーラの耳に口を寄せ、話しはじめた。それまでの乱らん暴ぼうな喋しやべり方とはうって変わった、子守り歌のような静かな口く調ちようだった。

　あるいはそれは、彼女のひとり言だったのかもしれない。

「昔むかし、あるところに、それはそれは心の優しい娘がおりました。彼女は誰だれも傷つけたくはありませんでした。誰からも何ひとつ奪うばいたくありませんでした。彼女は人とは少し変わったところがあったので、いつもみんなから嫌きらわれ、ひとりぼっちでした。でも、彼女は平気でした。いつか自分のことを理解し、愛してくれる人が現われると、無む邪じや気きに信じていたからです……。

　でも、それは子供の頃の話です。大人になるにつれて、彼女には分かってきました。人は誰かを傷つけなくては愛せないし、何かを奪うばわなくては生きてゆけない、ということに。彼女は少しずつ人を傷つけることを覚え、奪うことを覚えました。やがてそれが楽しいことだと分かってきました。

　そしてある日、彼女はとうとうめぐり合いました。子供の頃から夢見ていた、彼女を愛してくれる王子様に──でも、もう遅おそすぎました。彼女はその人を愛することができなかったのです。彼女にできたのは、その人を傷つけることだけでした……」

　サーラの記憶に残っているのは、そこまでだった。




　目が覚めたとき、最初に感じたのは、軽い頭痛だった。

「いた……」

　頭に手をやりたかったが、どういうわけか手が動かなかった。感かん触しよくからすると、ベッドの上に横たえられているらしい。

　サーラはぼんやりとした頭で、状じよう況きようを理解しようとした。岩をくり抜いて造られた部へ屋やらしい。明かり取りの窓から差しこむ朝の光が、壁かべに白い四角形を映し出していた。光のカーテンの中で、埃ほこりの微び粒りゆう子しがきらきらと踊っている……。

　朝!?　サーラは驚おどろいて飛び起きようとした。

　できなかった。少年の体はつんのめって、ベッドの端まで移動した。そこで何秒か持ちこたえたものの、なすすべもなくベッドからずり落ちた。床ゆかに敷かれた安っぽい敷しき物ものに激げき突とつし、埃がふわりと舞まい上がる。

　胸を強打し、息が詰つまった。苦痛で涙がにじみ、うめき声が洩もれる。薄っぺらな敷物はほとんど衝しよう撃げきをやわらげる役目を果たしてくれなかった。手で体をかばうこともできなかったのだ。

　サーラは愕がく然ぜんとなった──自分が縛しばられていることに気がついたのだ。







　３　捕とらわれたサーラ







　束そく縛ばくはそれほど大げさなものではなかった。短い二本の縄なわで、手首と足首を縛しばってあるだけだ──だが、たったそれだけで、少年の身体の自由を奪うばうには充じゆう分ぶんだった。

「誰だれか！　誰かいないの!?　ほどいてよ！」

　混こん乱らんしてそう叫んでから、しまったと思った。誰に捕つかまえられたのかは分からないが、相手が悪あく意いを持っているなら、声を出しても不利になることはあっても、有利になることは何ひとつない。目を覚さましたことに気がつかれなければ、逃げられる機会があったかもしれないのに……。

　もう遅おそい。廊ろう下かをどすどすと足音が近づいてきた。サーラはパニックに陥おちいりそうになるのを必死にこらえて待った。

　扉とびらを壊こわさんばかりの勢いで飛びこんできたのは、顔じゅう黒い髭ひげだらけの、野や獣じゆうのような大男だった。使いこんだ傷だらけのレザー・アーマーを着ている。床ゆかに転ころがって縮みあがっているサーラを見下ろし、今にも怒りが爆ばく発はつしそうな不ふ機き嫌げんな様子だ。恐きよう怖ふにおびえる少年の目には、伝説の巨人のような大きさに映った。

　丸太のようなごつい腕が、少年の襟えり首くびを乱らん暴ぼうにつかみ、仔猫のように宙ちゆうに持ち上げた。苦しいのと恐ろしいので、サーラは生きた心地がしなかった。

「マローダ！　おい、マローダ！」

　男は雷かみなりのような声で吠ほえた。

　その背後からふらりと現われたマローダを見て、サーラは絶ぜつ望ぼう的な気分になった。彼女は眠そうな様子で、頭をぽりぽりかいている。

「どうしたのよ？」

「何で猿さるぐつわを嚙かませとかねえんだ!?　声を立ててるじゃねえか！」

　マローダは笑った。「あんたの声の方がでかいよ」

「しかし──」

「いいかい、マイズ。ここはドレックノールじゃないんだ。厚い岩の壁かべがあるから、どんなに悲ひ鳴めいをあげたって隣となりにゃ聞こえやしない」

　マローダの口く調ちようは投げやりだったが、不ふ思し議ぎな威い圧あつ感かんのようなものがあって、大男の抗こう議ぎの声をあっさりと制していた。

「だけど万一──」

「この子を眠らせるために、ビールをしこたま飲ませたんだ。猿さるぐつわをさせといて、吐いたりしたらどうする？　窒ちつ息そくしちまうじゃない」

「ちっそく？」

「息が詰つまることだよ」

　マイズと呼ばれた大男は、もごもごと口ごもった。あまり頭が良くないらしい。マローダの声に含まれた嘲あざけりの口調にさえ気づいていないようだ。

「──まあいいか」

　マイズは不満そうな表情で引き下がった。サーラを床ゆかに下ろし、乱らん暴ぼうに突き飛ばす。よろけて倒れそうになるのを、マローダが受け止めた。

「何日もここに置いとくわけじゃないだろうな？」

「ああ。昼過ぎには中ちゆう継けい所じよにつれてくよ。今、チャーナクが馬車を手配してる」

「ここにいる間、そいつの面めん倒どうはお前が見てるんだぞ。いいな？」

「ああ、いいとも」

　マローダは軽く請うけ合った。マイズは彼女より優位にあるかのように振ふる舞まっていたし、自分でもそう思いこんでいるようだ──しかし、実のところ、マローダにうまく操あやつられているにすぎないことは、サーラにも容易に察しがついた。
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　乱暴で愚おろかな大男は、うわべだけの威い厳げんをふりまきながら、部へ屋やを出て行った。

「さて……と」

　マローダは縛しばられたままのサーラをベッドに座らせると、自分は手近にあった木の椅い子すを引き寄せて、後ろ向きに腰こしかけた。背もたれに肘ひじを乗せて、苦境に陥おちいった少年を楽しそうに眺ながめる。

「気分はどう？　酔よいは抜けた？」

　サーラは無言だった。上うわ目め使づかいに女をにらみつけ、精せいいっぱいの抗議を表現する──だが、マローダは軽く首をかしげ、何も知らない少女のように屈くつ託たくのない微笑で、憎しみの視線をあしらった。

「ん？　何か言いたそうね？」

「……僕を騙だましたんだ」サーラはぼそっと言った。

　マローダはうなずいた。「そうだよ」

「……悪い人だったんだね？」

「ええ」

「ひどいよ！　親切なふりをして、みんな噓うそだったんだ！　噓つき！」

「あのねえ、坊や」マローダは苦笑した。「この世の中には大勢の悪人がいるんだよ。そいつらがわざわざ『私は悪人です』って顔してると思う？　とんでもない！　そんな顔してたら、たちまち捕つかまっちまうじゃない。悪人ってのはたいてい、悪人じゃないふりをしてるものなのさ。分かる？」

　その論ろん理りの前には、サーラは絶ぜつ句くするしかなかった。言い返す言葉の見つからない少年を、マローダは楽しそうに見下ろしている。

「分かったようだね。騙だまされる方が悪いのさ」

「……僕をどうするの？」

「売り飛ばすのさ」

「どこに？」

「さあねえ。あたしもよく知らない」

「知らない？」

「ああ。取り引き相手ってのが、どこかの大きな組織の大物らしいんだが、自分から正体を明かしはしなかったし、あたしらもあえて詮せん索さくはしなかった。下へ手たにそんなことを嗅かぎ回ったら、後で口くち封ふうじのために消されかねないからね。だから、さらった子供をどこにつれて行くのかも、どうするつもりかも知らない。あたしらはただ、子供を捕つかまえて、そいつらに引き渡して、報ほう酬しゆうを貰もらう──ただそれだけさ」

「……どこの誰かも分からない奴やつに、僕を売り飛ばすの？」

　マローダは大きくうなずいた。「これがあたしらの商売だからね──あんたはいい顔してるし、元気そうだから、たぶんいい値で売れるよ。今、あたしの仲間が代理人に連れん絡らくを取りに行ってるとこさ」

「悪いとは思わないの？」

「思わない」

「……どうして？」

「どうして？」思わぬ質問をされ、マローダは困こん惑わくしている様子だった。「そんなこと訊きかれてもねえ。これがあたしの生き方だもの」

「他ほかの人は、そんな生き方はしてないよ」

「あたしは『他の人』じゃないからね」

　サーラは肩を落とし、眼を伏ふせた。これ以上議論しても無む駄だだ。そもそも、マローダはまったく罪つみの意識を抱いていないのだ。いくら言葉で非ひ難なんしても、心を変えさせることはできそうにない。

　ほんの一時、少年の純じゆん真しんな心には、裏切られた悲しさと悔くやしさが荒れ狂い、絶ぜつ望ぼうの闇やみに覆おおわれそうになった。このまま心を閉ざし、きびしい現実との闘いを放ほう棄きしてしまいたかった。これからどんな悲ひ惨さんな運命が待ち受けていようと、熱い感情というものをなくしてしまえば、それほどつらくはないに違いない……。

　だが、サーラは崖がけの寸前で踏ふみとどまった。どんなに絶望的でも、現実との闘いを途と中ちゆうで放り出したくはなかった。夢の最初の一歩さえも実現しないうちに、他人に自分の人生を踏ふみにじられるのはがまんならなかった。

　絶望に負けなかったのは、サーラが普ふ通つうの少年よりほん少し強い心を持っていたからだった。それはもしかしたら、キマイラ退治の冒ぼう険けんを体験し、死線をくぐり抜けたことによる強さかもしれない──あるいは、夢を持っている者の強さなのかも。

「ま、そんなに悲ひ観かんしたもんでもないさ。どこかで奴ど隷れいにされるにしても、あんたみたいなかわいい子は乱らん暴ぼうに扱あつかわれたりはしない。いい暮くらしをさせてもらえるさ」

　マローダは気楽な口く調ちようで慰なぐさめた。少年が急にうつむいて黙だまりこんだのを、悲しさと悔しさのせいだと思いこんだようだ。

　サーラにとっては、好こう都つ合ごうな誤ご解かいである。実のところ、うつむいたのは決意をこめた表情を読まれないようにするため、黙りこんだのは考えをめぐらせるためだった。

　ようし、分かった、とサーラは思った。確かにマローダの言う通り、騙だまされた僕が馬ば鹿かだったんだ。なら、これからは賢くなってやろう。二度と騙されたりはしない。あきらめたふりをして、相手を油ゆ断だんさせて、逃げ出す機会を見つけるんだ。このまま売り飛ばされてたまるもんか……。

　やがて、ひとつの案が浮かんだ。自分でもお粗そ末まつな作戦だとは思うが、何も試ためしてみないよりはいいだろう。

　マローダは考えこんでいる少年をその場に残し、部へ屋やを立ち去ろうとしていた。サーラはなるべくせっぱ詰つまった声で、彼女を呼び止めた。

「……ねえ、待って」

　戸口のところでマローダは振ふり返った。「何だい？」

「お……おしっこ」

　マローダは吹き出したが、サーラは表情を読まれまいと必死だった。手洗いがどこにあるのかは分からなかったが、この部屋から出してもらえれば、逃げ出す機会があるかもしれないと思ったのだ。うまくすれば、縄なわもほどいてもらえるかも……。

　だが、そんなに甘くはなかった。マローダは少年の縄をほどこうとはせず、部屋の隅すみにおいてある壺つぼのところまで引きずって行くと、いきなりズボンを下ろしはじめたのだ。

　サーラは慌あわてた。「ちょ、ちょっと待って。自分でやるからいいよ」

「何言ってんだい。夕べだってあたしが手伝ってさせてあげたんじゃないか」

「夕べ？」

「ああ、そうさ。あんた、べろんべろんに酔よってて、狙ねらいがちっとも定まってなかったからね……覚えてない？」

　サーラはショックを受けた。「覚えてない……」

「ははあん、そのぶんじゃ、テーブルの上に座りこんであたしに説せつ教きようしたことや、変な歌を唄うたったことも覚えてないね？」

「…………」

　マローダはくすくす笑った。「あんた、酒さけ癖ぐせが悪いんだよ。気をつけな」

　結局、サーラは恥ち辱じよくに耐たえながら、マローダの手を借りて、用を足たし終えた。みっともなさと失望で、いっぺんに気力が失うせてしまった。

　ちょうどその時、廊ろう下かの向こうで扉とびらが勢いよく開く音がして、若い男のせっぱ詰つまった声がした。

「マローダさん！　マローダさん！」

「ここだよ！」とマローダ。

　飛びこんできたのは、さっきの大男ではなかった。軽いソフト・レザーを着たレンジャー風の若者で、ひどく慌あわてており、息を切らしている。服は草の汁しるで汚よごれ、髪かみには木の葉がついており、どうやら森を急いで駆かけ抜けて来たらしい。

「マローダさ……うわ、何やってんですか!?」

　レンジャー風の男は目を丸くした。ちょうどマローダがサーラのズボンを引き上げてやっているところだった。

「ばか、誤ご解かいすんじゃないよ──どうしたんだい？　中ちゆう継けい所しよの見張りをやってたんじゃないのか？」

　そう言われて、男は重大な用件を思い出した。

「それが……岬みさきの中継所が潰つぶされました」

「何だって!?　いつ？」

「今朝早くです。六人組の冒ぼう険けん者しやが押し入って来ました。やばいと思って、俺おれは降こう伏ふくしたんで、逃がしてもらえたんです。しばらく屋や敷しきの外で様子をうかがってたんですが、リーバーさんや残りの連れん中ちゆうも捕つかまったみたいで……」

　その時、さっきのマイズという大男も、のっそりと部屋に入ってきた。眼をこすっているところを見ると、隣となりの部屋で居眠りしていたらしい。

「あの屋敷がやられたってのか？　おい、ガスリー！　てめえ、いったい何のために見張りしてたんだ？」

「無む茶ちや言うなよ」ガスリーと呼ばれたレンジャー風の男は、マイズの剣けん幕まくに押されて、気弱そうに首をすくめた。「向こうはけっこう腕の立つ連中だったんだ。相あい棒ぼうのグレッグがやられたよ。逃げようとしたところを、女の射うった矢がもろに首を貫つらぬいて、階段を転ころげ落ちて行ったんだ……」

「何であの屋や敷しきが分かったんだ？」とマローダ。

「リーバーさんです。その冒険者たちに追われて、ボロボロになって屋敷に逃げこんで来たんですが、後を尾つけられてたらしくて……」

「あのドジ！」マローダは吐き捨てるように言った。「よりによって中継所に逃げこむこたあないだろう！」

「はあ……」ガスリーはまた首をすくめた。

「待てよ、あの中継所には確か、まだ運び出してない子供が四人いたはずだよね？　あの子たちも解放されたのかい？」

「たぶん」

「くそお……」

　三人は黙だまりこんだ。マローダは唇くちびるを嚙かみ、考えこんでいるようだった。サーラには事情はよく分からなかったが、何か重大なトラブルが起きたことは確かだ。もしかしたら、これで状じよう況きようが好こう転てんするかもしれない……。

　やがてマローダは口を開いた。

「リーバーは口を割ると思うかい？」

「あの人だって、ヴェラーズさんの恐ろしさはよく知ってるでしょう」

「ヴェラーズじゃない、あたしらのことだよ！　それに、問題はあの子供たちだ。あの子たちはこの場所のこと、知ってるんだからね」

「でも、つれこむ時もつれ出す時も眠らせてたから、正確な場所は……」

「下町をしらみ潰つぶしに探さがされたら、すぐ分かっちまうさ。それに、あたしらの顔も覚えられてるからね。今度ばかりは、袖そでの下で切り抜けられるとは思えない。とにかく、衛えい視しの手が回る前に、ここを引き払わないと……」

「じゃあ……」

　マイズはサーラの方に顎あごをしゃくった。

「そのガキはどうするんだ？　始し末まつするのか？」

　三人の悪人の視線を受け、サーラはベッドの上で体を縮ませた。

「まだ……まだ分からない」

　マローダはためらいがちに言った。奇き妙みような困こん惑わくの表情が浮かんでいる。サーラは不ふ思し議ぎに思った。子供を平気で売り払ってしまうような悪人でも、子供殺しは躊ちゆう躇ちよするものなのだろうか？

「だって、そんな子供をつれて逃げるわけにいきませんよ」ガスリーが懇こん願がんするように言う。「ここに放って行くのもまずいし……」

「分かってる──ヴェラーズに連れん絡らくを取る」

「ヴェラーズさんとこに直接つれて行くんですか？　そりゃもっとまずいですよ！　俺おれたちとの関係を知られることを、あれだけ警けい戒かいしてる人なんですよ。そのためにわざわざ街の外に中継所まで作って……」

「そんなこたあ分かってる！」マローダは苛いら立だちを爆ばく発はつさせた。「とにかく、あの人の指示を仰ぐんだ！　あたしの一いち存ぞんじゃ判はん断だんできない……」

　ガスリーは口をすぼませて不満を表明した。「あの人の指示は分かりきってると思いますけどねえ……」

「訊きいてみなくちゃ分かんないだろ！　それに、逃げるにしても資金がいるんだ。あの人がこの子を買い取ってくれるなら、その金で逃げられる。もし、だめなら……」

　マローダは言葉を途と切ぎらせた。

「……その時はあたしが始し末まつする」

「はあ……」

「お行き、ガスリー。大急ぎでヴェラーズに連れん絡らく取るんだ」

「俺おれじゃ無む理りですよ。顔つなぎしてもらってないし、交こう渉しように自信もない。マローダさん、行ってください」

　マローダは、ちっと舌を鳴らした。素早く頭を回転させる。

「分かった。ヴェラーズにはあたしが話をつける。あんたはチャーナクを探さがしてきな。たぶん市場で油売ってるはずだから。マイズ、この子を見張ってな」

「まさか、俺おれだけ置いて逃げる気じゃねえだろうな？」

　マイズは不安そうに言った。巨体に似合わず気が小さいところがあるようだった。マローダはせせら笑った。

「そこまで落ちぶれちゃいないよ。逃げる時はいっしょだ──ああ、それから」

　部へ屋やから出て行きかけたマローダは、振り返り、きれいな人差し指をぴしりとマイズに突きつけた。

「あたしらが帰って来るまで、その子に手をかけるんじゃないよ！　分かってるね!?」

「分かったよ」マイズは不ふ承しよう不ぶ承しよううなずいた。

　マローダとガスリーは足早に部屋を出て行った。サーラはまだ縛しばられたまま、大男といっしょに部屋に取り残された。

「さて……と」

　マイズが巨体をかがめてきた。野や獣じゆうのような眼でぎょろりとにらまれ、サーラは心臓が縮み上がる思いがした。キマイラの尾に巻きつかれた時の恐きよう怖ふがよみがえった。今、少年の生せい殺さつ与よ奪だつの権は、この愚おろかな乱らん暴ぼう者ものの手に委ゆだねられているのだ。もし、こいつがマローダの言いつけに逆さからおうという気を起こしたら……。

「ふん！」

　大男はサーラの腕をつかんでベッドから引きずり下ろすと、床ゆかの敷しき物ものの上にぺたんと座らせた。後ろ手に縛しばった縄なわをいったんほどいてから、ベッドの脚あしに縛り直す。逃げ出せないように用心を重ねているつもりなのだろう。

　それからマイズはシーツの端を破り、それをぎゅっと絞しぼって棒ぼう状じようにすると、少年の口に乱らん暴ぼうに押しこんだ。安物の布ぬのは舌にざらざらするうえ、長いこと洗っていないらしく、なかば腐くさったようなひどい匂においがした。それを咽の喉どの入口あたりまで押しこまれて、サーラはむかつき、涙を流した。

　それでようやくマイズは安心したらしく、「おとなしくしてろよ！」と言わずもがなのことを言い残して、部屋を出て行った。扉とびらが閉じられ、掛かけ金がねの下りるかちゃりという音が、死し刑けい宣せん告こくのように響ひびいた。

　サーラは再び一人になった。声を立てられず、身動きもできず、助けが来る望みもまったくなかった。

　絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいだ。







　４　絶ぜつ壁ぺきの逃走







　サーラは必死に考えをめぐらせた。八方ふさがりの状じよう況きようの中で、何とか希望を見出そうと懸けん命めいだった。考えがちょっとでも停てい滞たいすれば、絶望の重みに押しひしがれてしまいそうだった。

　殺されるとかぎったわけじゃないんだ、とサーラは自分をごまかそうとした。可能性はあまりなさそうだが、もしマローダが言っていた「取り引き相手」とやらに話がつけば、殺されることなく、金と交こう換かんに引き渡されるかもしれない──

　だが、その先に待つのが死よりも悲ひ惨さんな運命であろうことは、子供心にもおぼろげに察しがついた。

　サーラはかぶりを振ふって、偽いつわりの希望を振ふり払った。殺されるのも、売られるのも、たいして変わりはない。となると、どうしても、マローダが帰って来る前に逃げ出さなくてはならないわけだ。

　難なん問もんはたくさん待ち構えている。それらをいっぺんに考えようとすると、勇気がくじけそうになる。ひとつずつ解決してゆくしかない。

　叫び声をあげるのは問題外だ。マローダが言ったように、この街では隣となりまで声は届とどかないだろう。それに、シーツの切れ端はきつく口の中に押しこまれているので、舌の力で押し出すのは無む理りだった。

　何とかしてロープをほどけないだろうか？　サーラは恐きよう怖ふに屈くつしそうになる弱い心を叱しつ咤たしながら、どうにか動かせる範はん囲い内で指を動かし、ベッドの脚あしに結ばれた縄なわの状態を調べた。マイズは力まかせに乱らん暴ぼうに縛しばっていったようだ。ほどいたり、引きちぎったりするのは、とてもできそうにない。だが、何とかしてベッドの脚から結び目を引き抜くことができれば、あるいは……。

　サーラはベッドの脚を軸じくにして、座ったまま体を半回転させ、背中を丸めてベッドの下にもぐりこんだ。大人おとなでは無む理りだったかもしれない。子供の小さな体と柔じゆう軟なんさがあればこそできた芸当だ。

　正座して前かがみになった胎たい児じのような姿し勢せいから、足あし腰こしに力をこめて、背中でベッドを押し上げた。安物のベッドであったが、それでも少年自身の体重より重かっただろう。背中に固い板が当たって、ひどく痛かったが、死にもの狂いの力を発揮するにつれて、じりじりと持ち上がりはじめた。

　ベッドの片側の脚あしが少し浮いた状態で、サーラは膝ひざを立て、肩でベッドの重量を支えた。自分の体をくさびにしたのだ。それから少しずつ縄なわの結び目を押し下げていった。

　肩にのしかかるベッドの重圧に耐えながら、しばらく苦く闘とうが続いた。結び目が下にずれてゆくにつれて、何度も姿し勢せいを変えなくてはならなかった。これまでの人生で、これほどの体力と忍耐を要求されたことはない。途と中ちゆう、何度も苦痛に屈くつしそうになったが、小さな体からありったけの気力を振ふり絞しぼって、試し練れんに耐たえ抜いた。

　奮ふん戦せんすること数分、ついに結び目がベッドの脚から抜けた。ほっとして力をゆるめ、少しずつベッドを降ろしてゆく。脚が床に触ふれる時、ごとんという大きな音がして、冷や汗をかいた。だが、マイズがやって来る気け配はいはない。

　ベッドの下から芋いも虫むしのように這はい出す。がっかりしたことに、ベッドの脚から抜け出しても、結び目はまだがっちりとしていて、手首の自由を奪うばっていた。だが、這い回れるようになっただけましだ。

　縄を切るためのナイフのようなものがあればいいのだが──期待をこめて見回したが、この殺さつ風ぷう景けいな部へ屋やには、たいしたものはなさそうだった。家具と呼べるのは、ベッドの他には、さっきの壺つぼぐらいのものだ。

　あきらめかけたその時、サーラの視線が戸口でぴたりと止まった。このザーンでは、すべての部屋は岩をくり抜いて造られている。当然のことながら、部屋と部屋を隔へだてる岩の壁かべは厚く、ドアは壁に張りついているのではなく、壁の四角いくぼみに埋うめこまれるような格かつ好こうで付いている。すなわち、壁がくぼんで戸口になっている部分では、岩が直角に削けずり取られ、ドアを囲む枠わくを構成しているのだった。

　サーラはそこまで這はってゆくと、戸口の角に背を向けて座り、直角に突き出た岩に、縄を何度かこすりつけた。案あんの定じよう、縄の表面がこすれてささくれ立つ感覚があった。ナイフほど鋭するどくはないが、充じゆう分ぶんに時間をかければ、切ることはできそうだ。

　再び苦く闘とうがはじまった。今度のは精神的な戦いだった。岩をこする強さは、強すぎても弱すぎてもいけない。思いきり力を入れてごしごしこすれば、早く切せつ断だんできるかもしれないが、大きな音を立ててマイズに気づかれる危険がある。かと言って、のんびりしていては、マローダが帰って来てしまう……。

　慎しん重ちようにやれと戒いましめる心と、速くしろと急せかす心──二つの心のはざまで、サーラは気が狂いそうだった。

　永遠とも思える長い長い苦闘も、やがて終わりを告げた。実際には三十分もかからなかっただろう。岩の角でこすられた縄は、少しずつ磨ま滅めつし、ついに切れたのだ。サーラは手首にからみついた縄の断だん片ぺんをむしり取ると、口に詰つめられた布ぬのきれを引きずり出し、ほっと安あん堵どの息をついた。

　きつく縛られていた手首には、赤い痣あざが残っていた。手首をさすって血行を取り戻もどし、しびれた指を回復するには、さらに数分かかった。

　両手が自由になってしまうと、足首を縛しばった縄をほどくのは、あっけないほど簡単な作業だった。数時間ぶりに全身の自由を取り戻もどし、サーラは立ち上がって伸びをした。

　だが、まだ完全に自由の身になったわけではない。ようやく半分といったところだ。これからさらに、掛かけ金がねのかかったドアを開け、見張り役のマイズを突とつ破ぱするという、重大な試し練れんが残っている……。

　いや、待てよ。明かり取りの窓から出られるんじゃないか？　サーラは天てん井じよう近くにある窓を見上げて考えこんだ。高いところにあるし、小さいけれども、僕なら通り抜けられるかもしれない。調べてみても損はない。

　サーラは背伸びして窓まど枠わくに手をかけると、懸けん垂すいの要よう領りようで体を引きずり上げた。この街のすべての窓と同じく、窓の幅と同じぐらいの奥行きがあり、窓というより「穴」といった感じである。おそらく、かなりの長さがあるノミを使って、岩をくり抜いたのだろう。雨風を防ぐための鎧よろい戸どが付いているが、今は明かりを取り入れるために開いていた。かなり狭せまいが、体をくねらせれば、くぐり抜けるのは難むずかしくない。

「うわ……」

　窓から顔を出したサーラは絶ぜつ句くした。

　窓のすぐ下に地面はなかった。ここは断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの中腹なのだ。はるか眼下には、緑の森が絨じゆう毯たんのように広がっているが、どれぐらいの高さがあるのか見当もつかない。地平線まで一望に見渡すことができたが、景色を楽しんでいる心の余よ裕ゆうはなかった。

　実のところ、崖がけはまったくの絶壁というわけではなく、いくらか傾けい斜しやがあった。だが、それを見下ろすサーラの感覚では、ほとんど垂すい直ちよくと同じだった。壁へき面めんには蔦つた植物が生い茂っており、この窓のすぐ近くにも一本の蔦が垂たれていたが、これを伝い降りるのはごめんこうむりたかった。

　首をひねって見上げても、上には青い空しかなかった。崖がけの下から吹き上げてくる風が、さらさらした金きん髪ぱつをかき上げる。ほんの一いつ瞬しゆん、いたずら好きな風の精せい霊れいの嘲笑あざわらう声を聞いたように思った。

　注意して観察すると、他ほかにもこうした窓がたくさんあるのが見えた。だが、どれも離れすぎている。他に道がなければ、蔦つたにつかまって降りてゆくしかないだろうが、その前に別の脱だつ出しゆつ法ほうを試してみるべきだと思った。

　サーラは後あと戻もどりして、床ゆかに降り立った。さっき、扉とびらが開いた時にちらっと見たところでは、この部屋の前は廊ろう下かになっているようだ。察するところ、マイズがいるのは壁かべを隔へだてた隣となりの部へ屋やなのだろう。うまくすれば、マイズがよそ見をしている隙すきに、廊下を通り抜けられるかもしれない。

　まず、ドアの掛かけ金がねをはずさなくてはならない。ドアに近寄り、音を立てないようにそっと押したり引いたりして、その感かん触しよくで掛け金の状態を調べた。幸い、サーラはこうしたことに経験があった。自分の家で、厨ちゆう房ぼうの勝手口から出入りする時に、曲げた針はり金がねをドアの隙すき間まに突っこんで、外から掛け金をはずしたり掛けたりしていたのだ。

　いいぞ、とサーラは思った。どうやら勝手口の掛け金と同じ造りだ。先端が鉤かぎ状じようになった金かな具ぐを、もう一方のリング状の金具にひっかけるだけの、単純な構造である。おまけにドアの造りは安っぽく、充じゆう分ぶんな隙間があった。針金さえあれば何とかなる……。

　しかし、この部屋には針金はない。サーラは小さく舌打ちして、何か使えるものはないかと、服のポケットを探さぐった。

　その時ようやく、大金を入れていた革かわの袋ふくろが盗とられているのに気づいた。悪人たちの卑ひ劣れつなやりくちに、あらためて怒りを覚えたが、どうすることもできない。今はここから逃げ出すことがすべてに優先するのだ。

　ズボンのポケットから一枚の紙切れが出てきた。デインが書いてくれた地図である。今は関係ないと思ってポケットに戻もどそうとしたが、ふと、頭の隅すみにひっかかるものがあり、手を止めた。くしゃくしゃの紙切れをじっと見下ろし、思し案あんしているうちに、ひとつの考えが浮かんだ。

　サーラはその紙切れを縦に四つに折おり畳たたんだ。折目の端の部分を、小指の先ほどむしり取り、半月形の切れこみを作る。

　その紙切れをドアの隙すき間まに差しこみ、切れこみの部分を掛かけ金がねにひっかける。一度目はしくじったが、二度目でうまくいった。手ごたえを確認し、慎しん重ちようにそろそろと持ち上げてゆく……。

　かちゃり。小さな音を立てて掛け金がはずれた。サーラは大きくため息をつき、紙切れをゆっくりと引き抜いた。

　扉とびらを細めに開け、廊ろう下かの様子をうかがう。人の気け配はいはないし、物音もしない。マイズは隣となりの部へ屋やで居眠りでもしているのかもしれない。廊下の端には、出入口らしい扉が見えた。期待と緊きん張ちようで心臓が激はげしく高鳴る。

　慎重に、慎重に──サーラは体を横にし、扉の隙間に体を滑すべりこませるようにして、廊下に忍び出ようとした。

　その時、がちゃがちゃという音がして、出入口の扉が開いた。間かん一いつ髪ぱつ、サーラは慌あわてて部へ屋やに引っこんだので、入ってきた人物と顔を合わせずに済すんだ。

「おい、マイズ、まだいるかあ？」

　ガスリーの声だった。

「また安酒かっくらって寝てんじゃないの？」

　もう一人は聞き覚えのない若い男の声だった。ちゃらちゃらした口く調ちようで、妙に耳にびんびん響ひびく声だ。

「寝てなんかいねえぜ！」

　これはマイズの声。しかし、明らかに酒が入っている。

「お前らこそ遅おそかったじゃねえか！　どこでさぼってやがった？」

「チャーナクを探さがすのに手て間ま取どってたんだよ。この野郎、非常時だっていうのに、朝っぱらから果物くだもの売りの娘にちょっかいかけてやがって……」

「非常時だなんて、俺おれが知るわきゃないだろ」

　びんびん響く若い男の声。彼がおそらくチャーナクなのだろう。

「あの小僧は？」

「おとなしくしてるぜ」

「マローダさんは？」

「まだ帰ってねえ」

「今のうちにここを引き払う用意をしといた方がいいかもなあ……」

　これはだめだ──三人の会話を聴ききながら、サーラは唇くちびるを嚙かんだ。マイズ一人なら、何とか目を盗ぬすんで逃げることができたかもしれない。だが、三人の前を突とつ破ぱするのは、試してみるまでもなく不可能に決まっている。

　こうなると窓から逃げるしかない。

　サーラは忍び足で扉とびらから離れ、窓に歩み寄った。再び窓まど枠わくに体を持ち上げて、窓にごそごそともぐりこむ。

　窓から上半身を乗り出し、なるべく下を見ないようにしながら、絶ぜつ壁ぺきに垂たれ下がっている蔦つたをつかむ。引っ張ってみたが、かなり丈じよう夫ぶそうだ。子供の体重を支えるぐらいはできるだろう。

　だが、窓から下半身を引き抜いて蔦にぶら下がるには、かなりの度胸が必要だった。背筋を冷たい手でなでられているような、むずむずする感かん触しよくがする。理性ではどうすることもできない、本能的な恐きよう怖ふ心しんだった。今さら室内に戻もどるわけにもいかず、上半身だけを窓の外に乗り出し、窓枠に腰こし掛かけた不自然な姿し勢せいで、しばらく風の音だけを聞きながら、勇気が臨りん界かい点てんに達するのをじっと待っていた。
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　と、ガスリーのすっとんきょうな声が聞こえた。

「ありゃあ、扉が開いてるじゃねえか。ちゃんと掛かけ金がねぐらいかけとけよ」

　サーラはぎょっとして、体をねじ曲げ、自分の脚あしと窓枠の間から室内を覗のぞいた。扉が開いている！　建てつけの悪い扉は、掛け金がはずれたうえ、外からの風が吹きこんできたので、自然に開きはじめたのだ。

「俺おれはちゃんとかけたぜ！」とマイズが抗こう議ぎする。

「だって、げんに開いて……」

　そう言いながら部へ屋やに入ってきたガスリーは、空っぽのベッドと、床ゆかに落ちた縄なわを見て、驚おどろいて立ち止まった。さっと振ふり向いたその視線が、窓から出ようとしているサーラを発見した。

「こいつ！」

　ガスリーが飛びかかってきた。サーラは慌あわてて下半身を窓から引き抜く。だが、その動作は一いつ瞬しゆん遅おくれ、ガスリーに右の靴くつをつかまれてしまった。

　サーラは窓から離れ、両腕で蔦つたにぶら下がった。しかし、窓から突き出たガスリーの手が、靴の踵かかとをつかんで離さない。ちょうどＹの字を九〇度倒したような格かつ好こうで、絶ぜつ壁ぺきに宙ちゆう吊づりになり、じたばたしているのだった。

　左足を岩の出っ張りにかけ、何度も右足を蹴けり上げるが、ガスリーは離そうとしない。しかし、ガスリーの方でも姿し勢せいが悪くて、サーラを室内に引きずりこむことができないでいた。数秒間、ぶざまな引っ張り合いが続いた。

　サーラは思いきって、右足を靴くつから引き抜いた。ガスリーは靴を握にぎりしめたまま、勢いあまって後ろにひっくり返り、悪あく態たいをつく。

「ちくしょう！　来てくれ！　チャーナク！　マイズ！」

　ガスリーの怒りの声を聞きながら、サーラは無む我が夢む中ちゆうで蔦つたを伝い降りはじめた。故郷の村で木登りで遊んだことはよくあるが、こんな切せつ迫ぱくした状じよう況きようなど一度もなかった。ほんの一時、高さに対する恐きよう怖ふさえ忘れていた。

　降りながら、ちらっと下を見た。かなり下の方に狭せまい岩いわ棚だなが見える。あそこまで降りることができれば……。

　蔦が不自然な揺ゆれ方をした。見上げると、ガスリーが窓から身を乗り出し、蔦をつかもうとしている。ずいぶん引き離したつもりだったのに、まだせいぜい一階分しか降りていないのを知り、サーラは愕がく然ぜんとなった。

　幸い、窓は小さいので、ガスリーは通り抜けるのに苦労している様子だった。今のうちに降りれば、もっと距離が稼かせげる。サーラはいっそう急いだ。すでに落下の危険など頭になかった。

　さらに一階分ほど降りた時、蔦つたが大きく揺れた。追いかけていては間に合わないと悟さとったガスリーが、蔦を揺ゆすって、サーラを振ふり落とす作戦に出たのだ。サーラは必死に蔦にしがみついた。落ちはしなかったが、身動きもできなくなった。

　揺れは一分ほど続き、不意におさまった。頭上を見上げたサーラは恐きよう怖ふに襲おそわれた。業を煮にやしたガスリーが、今度はダガーを取り出し、蔦を切り落とそうとしている！　サーラはパニックに陥おちいり、前にも増して大急ぎで降りはじめた。

　あせりがミスを生んだ。あっと思った瞬しゆん間かん、汗で湿しめった手から、蔦がすっぽ抜けた。

　落ちる！

　ほとんど垂すい直ちよくに近い斜面を、サーラはずるずると滑すべり落ちて行った。シャツがまくれ上がり、露ろ出しゆつした腹が岩いわ肌はだにこすれる。熱い痛みを感じ、悲ひ鳴めいをあげた。

　二階分ほど滑り落ちたところで、岩いわ棚だなにぶつかり、落下が止まった。足から落ちたので重傷は負わなかったが、腹と膝ひざがひどくすり剝むけていた。慌あわてて腹をシャツで押さえつけ、痛みに耐たえる。シャツの表面に、じわっと血がにじみ出してきた。どうしようもなく涙が出てくる。

「あ……うう……」

　泣きそうになるのをこらえながら、崖がけの上を振り仰ぐ。蔦を切ることをあきらめたガスリーが、いよいよ蔦つたを伝い降りて来ようとしていた。サーラが岩いわ棚だなにひっかかっている以上、もう蔦を切っても意味がないからだ。

　ガスリーが蔦につかまりながら、室内のチャーナクと早口でののしり合っているのが聞こえた。どうやら「魔ま法ほうで足止めしろ」とか言っているようだ。それに対しチャーナクは、よく分からないが、距離がどうとか、しきりに言い訳わけしている。ガスリーは「この役立たずめ！」と毒どくづき、蔦をするすると滑すべり降りはじめた。

　サーラは目をこらした。ガスリーが這はい出してきた窓から、黒い人影が頭を突き出し、こちらを見下ろしている。あれがチャーナクだろうか？　しかし、涙で視界がにじんでいて、顔までは見えなかった。

　サーラは周しゆう囲いの状じよう況きようを見回した。岩棚はほぼ水平に続いている。幅はたいして広くないが、壁かべにへばりついて移動すれば、どうにかなりそうだ。痛みに耐たえ、勇気を奮ふるい起こして、よろよろと立ち上がると、サーラは一歩ずつ慎しん重ちように足場を踏ふみしめながら、岩棚の上を歩きはじめた。靴くつを失ったので、右足は裸足はだしだ。

　ざざざっ！　少し進んだところで、背後で大きな音がした。振ふり返ると、さっきまで自分がいた位置で、ガスリーがうずくまってうめいていた。彼はサーラとほとんど同じところで手を滑すべらせ、同じように滑り落ちて来て、岩棚にぶつかったのだ。

「ち……ちくしょう」

　ガスリーはうめいた。彼にしてみればちょっとした不運だが、サーラにとっては大きな不運と言える。せっかく開いた差が、また縮まってしまったのだから。

　今や二人の間かん隔かくは十数歩しかない。

　しかし、走るわけにはいかなかった。というのも、ちょうどサーラの立っているあたりから、急に岩棚が狭せまくなっていたからだ。今や片足を乗せられるほどの幅しかない。斜面にもたれかかるようにして、ヤモリのように這はい進むしかないのだ。

　後あと戻もどりはできなかった。ガスリーが落下の衝しよう撃げきから立ち直り、よろよろした足取りで近づいてくる。急いでいないのは、少年に逃げ場がないのを知っているからだ。

　幸いなことに、この難なん所しよはサーラよりもガスリーにとって不利だった。岩棚の幅が狭いため、大人おとなの方が足を乗せにくく、バランスを取るのが難むずかしいのだ。しかも風雨にさらされてもろくなった岩いわ肌はだは、大人の体重に耐えきれず、数歩ごとに小さな破片がボロボロと足あし許もとから崩くずれる。

　びゅう、という音を立てて、きまぐれな風が吹き抜けた。一いつ瞬しゆん、二人は必死で岩肌にしがみついた。そよ風と呼ぶにはちょっと強い程度の風で、地上にいたなら気にも止めなかっただろう。しかし、今は少しの風でさえ命取りになりかねないのだ。

　風が止み、二人は前進を再開した。一歩進むだけで何十秒もかかる、のろのろとした追つい跡せき劇げきだ。だが、追う方も追われる方も懸けん命めいだ。

　救いを求めてあたりを見回したサーラは、自分たち以外にも人がいるのに気づいた。この岩いわ棚だなよりさらに数階下、ほとんど手がかりなどありそうにない壁へき面めんに、黒い小さな人影がへばりついている。

「ねえ！　おおい！」

　サーラは叫んだ。人影はびっくりして顔を上げた。少年のようだ。サーラと同じ年頃らしく、黒いぼさぼさの髪かみをしており、体にぴったり合った黒い服を着ている。こんな危険なところで何をしているのか、などと疑問に思う余よ裕ゆうはなかった。

「助けて！　た・す・け・て！」

　きょとんとしている少年に向けて、サーラは声をかぎりに叫んだ。

「聞こえてる!?　こいつら、悪い奴やつなんだ！　助けを呼んで来て！　『月の坂道』っていう店にいるミスリルに──」

「チャーナク、黙だまらせろ！」

　ガスリーが上に向かって怒ど鳴なった。ほとんど同時に、ねとつくような奇き妙みような風が、体の周しゆう囲いにまとわりつく気け配はいがした。いっさいの沈ちん黙もくがあたりを支配した。サーラは口をぱくぱくさせたが、声がまったく出てこなかった。

　前にミスリルに同じ魔ま法ほうをかけられたので、すぐに分かった。風の精せい霊れいを使って音を消し去る魔法なのだ。

　それでもサーラは必死に口をぱくぱくさせ、右腕を振ふり回して、何とか苦く境きようを表現しようとした。少年はとまどっているようだったが、どうやら理解したらしい。岩の角にひっかけたロープを、慣なれた動作でするする伝い降り、湾わん曲きよくした斜面の向こうに姿を消した。伝でん言ごんがちゃんと伝わったことを祈るしかない。

　止まっている間に、ガスリーに距離を詰つめられてしまった。もうほんの二、三歩の距離である。ガスリーは腕を伸ばし、しきりにサーラの肩をつかもうとする。サーラは常に一歩違いでそれをかわした。だが、いつまでも逃げきれるものではない。

　運のいいことに、数歩先で岩いわ棚だなが再び広くなっていた。広い階段状になって斜め上に続いている。サーラはなかば自じ暴ぼう自じ棄きの勇気をふるって、足を早め、難なん所しよの最後の数歩を乗りきった。

　サーラは慎しん重ちようさをかなぐり捨て、天てん然ねんの階段を小走りに駆かけ上がった。ちょっとでもつまずいたら、まっさかさまに転てん落らくしてしまう。だが、殺人者が背後から追いすがってくるという恐きよう怖ふが、他のあらゆる恐怖を圧倒していた。少しでも距離を稼かせがないと……。

　だが、三十段も登らないうちに、階段は終わってしまった。

　サーラは茫ぼう然ぜんとなって立ちすくんだ。そこは小さな部へ屋やほどの大きさがある広い岩いわ棚だなだった。岩壁から突き出している固い岩の層なのだろう──そして、そこから先に、もう道はないのだ。







　５　廃はい棄き地区







　岩いわ棚だなはナイフで切り落としたかのように、すっぱり途と切ぎれていた。その向こうにはなだらかに湾わん曲きよくする急きゆう斜しや面めんが広がっており、岩が島のように点々と突き出ているだけだ。蔦つたが斜面全体を血管のように這はい回っているものの、意地の悪いことに、手の届とどきそうなところには一本もない。

　サーラは岩棚の縁ふちに立ち、絶ぜつ望ぼうを感じた。いちばん近くにある岩は、酒場のテーブルぐらいの大きさがあった。距離は大おお股またで四歩といったところか。これが地上にあるのなら、ジャンプして跳とび移るのに何のためらいもないだろう。しかし、ここでは一歩間ま違ちがえれば死んでしまう。ほんの数歩の距離が、世界の果ての深しん淵えんのように見えた……。

　考えている時間はなかった。ガスリーが階段を昇ってくる。サーラは唾つばを飲みこみ、三歩だけ後ずさりした。勢いをつけ、思いきって岩棚の端を蹴ける。

　跳んだ。

　あっけなく岩の上に着地した。予想していたような強い衝しよう撃げきも、高こう揚よう感かんもなかった。ただ、成功したのが奇き跡せきのように思えた。

　振ふり返ると、ガスリーは岩棚の端で立ち止まり、しぶい顔で躊ちゆう躇ちよしていた。ジャンプするのはたやすいが、サーラの立っている岩は狭せまいので、跳び移ると激げき突とつし、二人とも転てん落らくする危険があるのだ。

「おい、坊や」彼は無む理りして笑みを作り、猫撫なで声で呼びかけた。「こんな危ない遊びはよしにしようぜ。殺したりしないから、戻もどって来いよ──さあ」

　その妙に優やさしい声が、かえって不ぶ気き味みだった。サーラは猫に追い詰つめられた鼠ねずみのような心境で、周しゆう囲いをおどおど見回し、新たな逃げ場を探さがした。

　すぐに分かったのだが、今立っている岩のすぐ下には、四角い穴があいていた。窓と違って垂すい直ちよくに掘られており、煤すすで黒く汚よごれているところを見ると、煙えん突とつらしい。サーラは迷うことなく、岩の縁からぶら下がると、その穴に足から飛びこんだ。その瞬しゆん間かん、恐きよう怖ふのあまり、思わず目を閉じた。

　真っ暗な縦たて穴あなの中を、サーラは落下した。今度は肘ひじと脇わき腹ばらが激はげしくこすれた。

　いきなり穴の底にぶち当たり、ひどく尻しり餅もちをついた。ひと呼吸する間もなく、煙えん突とつの内側にこびり付いていた膨ぼう大だいな量の煤すすが、頭上から豪ごう雨うのように降り注そそいでくる。サーラは激しくむせかえりながら、室内に這はい出した。

　外の明るさに目が慣なれていたので、暗い室内の様子を把は握あくするのに、何秒か浪ろう費ひした。閉じた鎧よろい窓まどの隙すき間まから差しこむ細い太陽の光が、唯ゆい一いつの光源である。

　そこは広い厨ちゆう房ぼうだった。食堂だったのかもしれない。明らかに長いこと使われていないらしく、床ゆかや調ちよう理り台だいの上に厚く埃ほこりが積もっている。サーラが這い出して来たのは、パンを焼くのに使う大きなかまどだった。落下の勢いで室内に噴ふき出した煤すすが、ゆっくりと黒煙のように拡かく散さんし、白い埃の層の上に黒い班はん点てんを落としつつあった。

　背後でごそごそという音がした。ガスリーが後を追って、煙突を降りて来ようとしているのだ。

　サーラは近くにあった小さな椅い子すをひっつかみ、かまどの口に逆さかさまに押しこんだ。これで少しは時間が稼かせげるといいのだが──そう祈りながら、きびすを返して、出口に向かって突進した。

　扉とびらのノブに手をかけたサーラは狼ろう狽ばいした。鍵かぎがかかっている！　不運続きで泣きたくなるのをこらえながら、小さな体で突進し、何度も何度も扉に体当たりした。古い扉がもろくなっていることに期待するしかなかった。

　背後でものすごい音がして、かまどからまたも黒い煤が噴き出した。ガスリーが煙えん突とつの中を落下してきたのだ。椅子が壊こわれる音と同時に、「あうっ！」という悲ひ痛つうな声が聞こえた。椅子の足で腹か尻しりを打ったのだろう。

　何度目かの体当たりで、粗末な鍵かぎが吹っ飛び、サーラは通路に転ころがり出た。光が届とどかず、ほとんど真っ暗くら闇やみだ。壁かべに片手を当て、その感かん触しよくだけを頼たよりに、鼠ねずみのように走る。

　悪あく夢むの中の体験のようだった。何度も曲り角に突き当たり、そのたびに額ひたいや肩を強くぶつけた。床に積まれていた何かのガラクタにつまずいて、派は手でにひっくり返ったこともあった。痛みで頭がぽうっとなる。闇の中なので分からないが、すでに全身傷だらけのはずだ。何度も向きを変えたので、どっちに進んでいるかも分からない。

　行けども行けども、一人の人間にも出会わず、一片の明かりも見えなかった。少年は暗黒の世界でひとりぼっちだった。ただ、背後から聞こえる足音と息づかいが、ガスリーの追つい跡せきが続行していることを教えていた。

　サーラは現実感覚を失いつつあった──ここはいったい何なんだ？　僕ら以外の人はどこにいるんだ？

　また何かにつまずいた。階段だ！　胸と向こう脛ずねを激はげしくぶつけ、サーラはうめいた。全身いたるところに受けた傷の痛みは、もう十一歳の少年が耐たえられる限界に達していた。まだ気き絶ぜつしないでいるのが不ふ思し議ぎなぐらいだ。もうひとつでも、どこかに傷を受けたら、気を失ってしまうだろう。

　痛む脚あしをひきずりながら、サーラは闇やみの中を手て探さぐりして、階段を這はい上がった。もうほとんど思考力は失われていた。ただ、逃げなければ、という強い衝しよう動どうだけに突き動かされていた。

　階段を昇りきったものの、もう立ち上がる気力はなく、赤ん坊のように這い進む。床ゆかにはやけに石ころが転ころがっており、割れ目だらけだった。心なしか、ガスリーの気け配はいが遠ざかったように感じる。うまく振ふりきったのだろうか？

　しばらく進んだところで、サーラはあたりの変化に気づいた。自分の息づかいや、足が床ゆかをひきずる音が、やけに大きく反はん響きようしている。広い空くう洞どうに出たらしい。

　緊きん張ちようが少し解とけたために、気力がくじけ、急に手足から力が抜けた。床にばったりと横になり、乱れた息を整える。苦痛が去って欲しいと念じたが、落ち着きが戻もどってくるにつれて、それまで忘れていた傷の痛みまでが襲おそってきた。サーラは闇の中にうずくまり、ぎゅっと握にぎった拳こぶしで口を押さえ、声を殺してすすり泣いた。

「おおい！　ガスリー！」

　いきなりマイズの野の太ぶとい声が響ひびいた。はっとしてサーラは顔を上げた。気を失いかけていたようだ。

「おおい！　ガスリー！　どこだ！」

　闇の中で何かが見えないかと、サーラは目をこらした。空くう洞どう全体に反はん響きようしているので、位置はよく分からないが、マイズが前方のどこかにいるのは確かだ。

「ここだ！」

　ガスリーが応じる。こっちはサーラの後方から聞こえる。はさまれた！

「どこだよ!?　暗くて何も見えねえぞ」

「ここだよ──お前、ランタン持って来なかったのか？」

「ああ、急いでたんで忘れてた」

「しょうがねえなあ……何考えてんだよ」

　ガスリーの声は着実に近づいてくる。どうやら、さっきサーラが這はい上がった階段を昇ってくるようだ。

「あのガキはどうした？」

「追い詰つめたんだが、見失った。この近くにいるのは確かなんだが……」

「よし、俺おれも探さがすぜ──」

「よせ！」ガスリーは慌あわてて止めた。「下へ手たに歩き回るな！」

「何でだよ？」

「お前はこの街に来て日が浅いから知らんだろうがな、ここは廃はい棄き地区だ」

「何だあ？」

「昔は人が住んでたんだが、大きな落らく盤ばんがあったんで、見捨てられた地区だ。床ゆかのそこらじゅうに穴が開いてるし、壁も崩くずれやすい。明かりもなしに歩き回るのは危険だ」

「ひえ……道理でやけに石ころが多いと思った」

　サーラは震ふるえ上がった。そんな危険な場所を走り回ってたなんて！

「チャーナクはどうした？」

「マローダに知らせに行ったよ」

「くそ！　あいつがいれば光の精せい霊れいが呼べたのに！　なんてちぐはぐなんだ！」

　ガスリーが近づいてくる。穴に落ちないように、足で探さぐりながら、一歩ずつ慎しん重ちように歩いてくるようだ。

「くそ、煙えん突とつを降りる時に脚あしを痛めちまった……」

「なあ……」マイズが弱気な声を出した。「こんなんじゃ、あのガキを見つけるのは無む理りじゃねえか？」

「俺もそう思う。このへん、迷めい路ろみたいだからな」

「だったら、あきらめようぜ。こんなとこでぐずぐずしてねえで、衛えい視しの手が回る前に、街から逃げた方がいい」

　そうしてくれ、とサーラは願った。

「ああ。俺も後悔してるところさ。逃げられたんで夢む中ちゆうになって追いかけたが、考えてみりゃあ、あんなガキは放っておいて、街を出た方が良かったかもな……」

　ガスリーの声と足音が、着実に近づいてきた。サーラは息を止め、手足を曲げて、胎たい児じのような姿し勢せいを取った。手を伸ばせば届とどきそうな距離を、ガスリーが足を引きずりながら通過してゆく気け配はいがする。恐きよう怖ふと緊きん張ちようで気が狂いそうだった。早く通り過ぎてくれ、と心の中で叫ぶ。

　ガスリーの気配が遠ざかってゆくと、サーラは静かに安あん堵どの息を吐ついた。とりあえず危機は去った──

　その時。

「おおい、何やつてんだい、お二人さん？」

　頭上のどこかから、嘲笑あざわらうようなチャーナクの声が降ってきた。

「チャーナク!?　どこにいるんだ！」

「あんたらの上。このホールのバルコニーだよ。まったく、見ちゃいられないねえ」

「あのガキを見失ったのが、そんなにおかしいかよ！」ガスリーは憤ふん慨がいした。

「見失ったってえ？」チャーナクはこらえきれずにゲラゲラ笑い出した。「こいつあ傑けつ作さくだ！　こんなマヌケな話は聞いたこともない！」

「何がおかしい!?」

「精せい霊れい使つかいは暗くら闇やみでも目が見えるってこと、忘れたのかい？　あんたの〝見失った〟ガキはな、ガスリー、あんたの十歩後ろにいるよ」

　サーラは闇やみの中で震ふるえ上がった。

「何？　どこだ!?」

「慌あわてるな。今、見せてやるさ」

　チャーナクが短く呪じゆ文もんを唱となえると、空中に青白い光の球体──ウィル・オー・ウィスプが出現した。ランプぐらいの明るさしかないが、暗くら闇やみに慣なれた目には、太陽のようにまばゆく感じる。

　球体はホールの中心にふわりと降下してくると、サーラの真上に静止した──おびえて床ゆかにうずくまる少年の姿が、三人の悪人の前にさらけ出された。




　サーラは動けなかった。ウィル・オー・ウィスプは彼のすぐ頭上に、のしかかるように浮ふ遊ゆうしている。立ち上がろうとすれば、頭をぶつけてしまうだろう。ウィル・オー・ウィスプは何かにぶつかると爆ばく発はつすると、ミスリルに聞いたことがあった……。
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　尻しり餅もちをついた姿し勢せいで、思わず後ずさりする。その動きに合わせて、ウィスプも高度を保ったまま、じりじりと移動する。陰いん険けんな動きだった。

　逃げ場を求めて振ふり向いたサーラを、さらに戦せん慄りつが襲おそった。明るくなったのでようやく自分の居場所に気がついたのだ──大きな吹き抜けのホールのほぼ中心部だったのだが、ホールの床の半分は崩くずれ落ちて、深い穴になっている。穴の底は暗くて見えなかったが、大量の尖とがった瓦が礫れきが散乱しているだろうという想そう像ぞうはついた。サーラがうずくまっていたのは、その穴の縁ふちぎりぎりの場所で、闇やみの中で這はい進んだ方向がほんの少しずれていたなら、転てん落らくしていたところだったのだ。

　チャーナクが言ったように、ガスリーはほんの十歩の距離に立っていた。マイズはその向こう、ホールの入口をふさぐように立っている。たとえ立ち上がることができたとしても、傷ついた足で二人から逃げおおせるのは無む理りだろう。チャーナクはホールの二階を取り巻くバルコニーのどこかにいるらしいが、ウィスプの光にじゃまされて、姿はよく見えない。

「こんなところに……！」

　ガスリーは驚おどろきの声をあげた。チャーナクがくすくす笑う。

「まったく、見事に見失ったもんだな、ガスリー？」

「言うな！」

　身動きできないでいるサーラに、ガスリーがゆっくりと近づいてきた。早足でないのは、床ゆかが崩くずれるのを警けい戒かいしているからだ。

　彼は床に倒れているサーラの足あし許もとに立った。上からはウィル・オー・ウィスプに押さえつけられ、サーラは完全に動きを封ふうじられた格かつ好こうだった。包ほう丁ちようを持った調ちよう理り人にんの前に置かれた魚のような心境だ。

「さて、どうするかな？」とガスリー。

「面めん倒どうだ、さっさと殺しちまえ！」とマイズ。

「まあ、待て」上の方からチャーナクの声がする。「もうじきマローダが来る。彼女に決めてもらおうぜ」

「生なま意い気きな口を利くな！」マイズはバルコニーを見上げて拳こぶしを振ふり上げた。「何でいちいちあんな女の命令に従わなくちゃならないんだ!?　あいつが俺たちのリーダーってわけじゃないんだぜ！」

「へー？　じゃあ誰がリーダーだって言うんだい？」

「それは──」

「あんたでもないことは確かよね、マイズ？」

　そう言いながらホールに入ってきたのは、マローダだった。片手にランタンを掲かかげ、ウィル・オー・ウィスプとは対照的な赤っぽい光で、ホールを照らし出している。

　サーラは絶ぜつ望ぼうのあまり気を失いそうになった。悪人たちが四人、勢ぞろいしてしまっては、助かる見み込こみはまったくない。

「俺おれはおめえに命令なんかされないからな、マローダ！」

　マイズが食ってかかった。マローダは苦笑して、肩をすくめる。

「あたしがいつ、あんたを無む理りやり従わせようとした？　あたしは命令なんかしない。その時その時で、正しいことを言うだけさ。あたしの言うことに従ってれば間ま違ちがいはない。これまでずっとそうだった──違うかい？」

「ほう？　じゃあ、教えてくれよ。このガキの処しよ分ぶんはどうするんだ？　ヴェラーズは何と言っていた？」

「それは──」マローダは急に口ごもった。

「どうなんだ？」

　マローダは言いにくそうに言った。「ヴェラーズには話はつかなかった。面めん倒どうなことになったから、ここ当分、取り引きは停止だとさ」

「じゃあ、このガキは？」

　マローダは答えない。目を閉じて黙だまりこくり、心を決めかねている様子だった。

「おい、どうなんだ！」マイズはせっついた。「ここで殺すのか？　それとも、もういっぺんヴェラーズと取り引きをはじめるまで──いつになるか分からねえが──どこかに隠かくして養っとくのか？」

「はっ！　そんなの無理に決まってるだろ！」とガスリー。「どっちみち連中は俺たちを切り捨てるつもりに決まってる。それより、さっさとこの街を出た方がいい」

「殺す必要はないさ」マローダが自信なさそうに弁護した。「縛しばり上げて、ここに転ころがしておけばいいんだ。あたしらが街から逃げのびる間だけ、じっとしていてくれれば──」

「こいつ、縛ってたのに逃げたぜ！」マイズが抗こう議ぎする。

「あんたの縛り方がまずかったからだろ」

「何だと！」

「ああ、いい加減にしてくれ」チャーナクのあきれかえった声が、二人の反目に水を差した。「何を面めん倒どうなことを議論してんだよ。どっちみち、俺たちゃみんな、捕つかまったら死刑間違いなしの極ごく悪あく人にんじゃないか。今さらそのガキ一人の命を助けたぐらいで、罪つみが軽くなるとでも思ってるのか？」

「あたしは無む益えきな殺しはしないんだ」マローダは動揺していた。「あたしは……あたしは血に飢うえた怪かい物ぶつなんかじゃない──」

　マイズは爆ばく笑しようした。「こりゃ参った！　おめえが『血に飢えた怪物なんかじゃない』とはね！　だったらヘルハウンドも小犬みたいなもんだぜ！」

　マローダは大男をにらみつけた。不ふ機き嫌げんと恥ち辱じよくで、顔が紅こう潮ちようしている。

「チャーナクの言う通りですぜ」ガスリーも彼女を責めた。「あんたがそんなに弱気な女だとは思わなかった」

「どういう意味だい？」

　マローダにすごまれ、ガスリーは肩をすくめた。

「これまでは、あんたがすご腕の悪あく党とうだと思ってたから、あんたに従ってきたんだ。かんじんなところで情に流されるようじゃあ、これから先、信しん頼らいできない。悪いけど、別行動を取らせてもらうよ」

　今やマローダは孤こ立りつしていた。精せいいっぱい威い厳げんを保とうと、腰に手を当て、しゃんと立っているが、部下たちに見離されようとしているのは明らかだ。ほんの一いつ瞬しゆん、サーラは自分の置かれた境きよう遇ぐうを忘れ、彼女を哀あわれに思った。

　彼女はゆっくりと顔をめぐらせた。憎しみをこめた目で、マイズとガスリーを交互ににらみつける。それから、二人の間に倒れているサーラに、ちらっと目をやった──しかし、すぐに視線をそらせてしまった。

「ああ……」マローダは肩を落とした。「ああ、そうだね」

「じゃあ……」

「その子は殺そう──ただし」

　マローダは背を向けた。少年の姿を見たくなかったのだろう。

「苦しまないようにしてやりな──一瞬で」

「まかせとけって！」

　チャーナクのはしゃぐ声がした。同時に、ウィル・オー・ウィスプがサーラの頭を押さえこもうとするかのように、ゆっくりと降下しはじめた。

　サーラは床ゆかにぺたりと張りついた。ウィスプが顔面に迫せまってくる。どこにも逃げ場はない。それが物体に触ふれて崩ほう壊かいする時に生じる衝しよう撃げきは、大人なら耐たえられるかもしれないが、子供を殺すのには充じゆう分ぶんな強さがある。

　最後の瞬しゆん間かんにサーラが感じたのは、恐きよう怖ふでも絶ぜつ望ぼうでもなく、悔くやしさだった。こんなところで死ぬのか。夢の最初の一歩さえも踏ふみ出さないうちに……？

　その時、真っ黒な影が音もなくホールをよぎった。それはウィル・オー・ウィスプの光をさえぎり、ホールの半分に闇やみを生み出した。まるで黒いカーテンが空中に引かれたかのようだ。

「何!?」

　チャーナクのうろたえる声がした。とっさにその闇の正体を見抜いたのは彼だけだった。それは光の精せい霊れいと反対の存在──闇ジのエ精イ霊ドだった。

　相反する二つの精霊がぶつかり合い、しゅっという小さな音とともに、互いを消し去った。あとにはマローダの提さげているランタンの明かりだけが残った。

「そこまでだ！」

　若い男の頼たのもしい声が、ホールに響ひびき渡った。サーラは驚おどろいて首をめぐらせ、声のした方向を見た。崩ほう落らくした床ゆかの向こう側、ホールを取り巻く出入口のひとつに、黒い服に身を包んだすらりとした人影が立っていた。

「その子に手を出すな、マローダ！」

　サーラはとても信じられなかった。その声には聞き覚えがあった。

「ミスリル！」







　６　闇やみの中の戦い







　まるで奇き跡せきのようだった。壁かべからベランダのように張り出した、崩くずれ残った床ゆかの上に、精せい霊れい使つかいミスリルはすっくと立っていた。

　尖とがった耳とほっそりした体はエルフの特徴だが、純じゆん粋すいのエルフではなかった。ダークエルフの血が混まじっているため、肌はだは陽ひに灼やけすぎたように異い常じように黒く、怒りのために剝むき出しになった歯の白さを際きわ立だたせている。

　サーラは嬉うれしさのあまり、駆かけ寄って彼に抱きつきたくなった。ミスリルとの間に黒々とした深しん淵えんが横たわっていなかったら、そうしていただろう。崩れ落ちた床の割れ目は、飛び越えるにはあまりに大きすぎた。

　だが、そんな障しよう害がいの存在などどうでもよかった。ミスリルが助けに来てくれたという事実だけで、サーラは絶ぜつ望ぼうから一転して有う頂ちよう点てんになった。

「ミスリル……！」

　マローダは一いつ瞬しゆん、意外な出会いにたじろいだようだったが、すぐに蛇へびのような燃える眼を取り戻もどした。黒い深淵を隔へだてて、二人の憎しみの視線がぶつかり合った。

「ふん、えらくタイミングが良すぎるじゃないのさ」マローダは心の動揺を押し隠かくし、へらず口を叩たたいた。「さてはさっきから隠かくれて様子をうかがってたんだね？」

「……まあな」ミスリルの声こわ音ねには、どこか悲しげな響ひびきがあった。「お前が心変わりして、その子を助けるんじゃないかと期待してた。だから最後の最後まで待ったんだ。お前とはやり合いたくなかったからな……」

「あい変わらず甘いのね」マローダは小こ馬ば鹿かにしたように言った。「でも、あんたのそんなとこ、好きだったんだよね……」

「ああ、俺おれも好きだったさ。昔のお前はな──だが、今は違う」ミスリルは氷のように冷やかな口く調ちようで怒りを表現した。「もっと早く決着をつけるべきだったな……」

　マローダはせせら笑った。「やり合おうっての？　一対四で？　あたしと差しでも勝てないくせに！」

「誰だれが一人で来たと言った？」

　背後から聞こえた女の声に、マローダはぎょっとして振ふり返った。さっき彼女が入ってきた入口から、たくましい長身の女戦士がぶらりと入ってきた。急いで駆かけつけてきたせいか、鎧よろいは着けていないが、男のように太い腕うでには大きなフレイルが握にぎりしめられている。短い銀ぎん髪ぱつの下の顔は、精せい悼かんな野や獣じゆうのようだった。

「レグ！」サーラは歓かん喜きの声をあげた。

　女戦士レグは、悪人たちをにらみつけ、にっと残ざん酷こくな笑えみを浮かべた。「よくもあたしらのダチをひどい目に遭あわせてくれたね……！」

　その気迫に押され、ガスリーが逃げる気け配はいを見せた。しかし、振り返った彼は、退たい路ろもすでに絶たれているのを知った。もう一方の出入口には、茶色い髪かみをした青年が、レイピアを掲かかげて立ちふさがっている。

「降こう伏ふくしろ──と言っても無む駄だかな」デインはぼやくように言った。「さっき、捕つかまったら死刑だって、自分で言ってたからな」

　レグとデインは、それぞれ一歩を踏ふみ出した。三人の悪党を両側からはさみこむ形になる。マローダたちには逃げ場がない。床ゆかの割れ目に飛びこむことはできるが、負傷する危険が大きかった。

　ガスリーとマイズがうろたえているのに比べ、マローダはいくらか冷静だった。腰こしのショート・ソードを抜き放つと同時に、素早く四方に視線を走らせて、この状じよう況きようを打開する方法を探さがそうとしている。

「もう一人、ハーフエルフの女がいただろ？」彼女は油ゆ断だんなくあたりを観察しながら言った。「どこだ？」

「さあ、どこかな？」ミスリルはとぼけた。

　マローダは舌を鳴らし、レグに対たい峙じした。レグはまだ戦せん闘とう圏内には入っておらず、立ち止まったままだ。お互いに距離を置いて、相手の何気ない動作に注意を払い、腕前を見極めようとしている。敵の技ぎ量りようを読み損そこなうことは、死を意味するのだ。

　サーラはゆっくり立ち上がった。戦いの前の緊きん張ちようが高まっているのが感じられ、背筋に寒気が走るのを覚える。かつてキマイラとの戦いの直前にも、同じ戦せん慄りつを感じたのを思い出した。恐きよう怖ふと言うよりは快感に近い感覚だった。

　誰も言葉を発さず、誰も動こうともしなかった。沈ちん黙もくがホールを支配していた。お互いの息の音さえ聞こえそうだった。

「マイズ！」突然、マローダが叫んだ。「その子を人ひと質じちに取りな！」

　その言葉で呪じゆ縛ばくから解とき放たれたかのように、マイズが動いた。振ふり返り、サーラを押さえこもうと飛びかかってくる。

　だが、その作戦はミスリルの予想済ずみだった。男のごつい手がサーラの肩に届とどくより一いつ瞬しゆん早く、精せい霊れいを呼び出す呪じゆ文もんが飛ぶ。岩の床ゆかにひそんでいた地ノのー精ムが、短い腕をにょっきり伸ばし、マイズの足首をひっかけた。

　勢い余って、マイズは派は手でに転てん倒とうした。とっさに肩を引いたサーラの横をすり抜け、悲ひ鳴めいをあげながら暗黒の深しん淵えんに落下する。ずしんという重い音がした。

　ほとんど同時に、バルコニーからチャーナクの放った二つ目のウィル・オー・ウィスプが降ってきた。まっすぐにミスリルを狙ねらっている。しかし、ウィスプはミスリルの肩ではじけて壊こわれ、服にわずかな焦こげ痕あとを残しただけだった。

　ガスリーは一瞬、マイズに代わってサーラを捕とらえるべきかと迷った。しかし、そうはさせじとデインが飛びこんできた。ガスリーは踏ふみとどまって、剣を交えるしかなかった。背中を見せれば、背後からレイピアでひと突きにされてしまう。

　キン！　レイピアとショート・ソードのぶつかる澄すんだ音がホールに反はん響きようした。しかし、剣の腕ではデインがわずかに勝っているらしく、ガスリーが刃先をかわしきれずによろめくのがサーラにも分かった。

　レグも野や獣じゆうのような叫びをあげながら突進してきた。マローダはとても応戦する余よ裕ゆうなどなく、口の中で何かぶつぶつ唱えながら、重たいフレイルの攻こう撃げきをよけるのが精せいいっぱいだ。

「サーラ、跳とべ！」

　レイピアを振り回してガスリーの動きを牽けん制せいしながら、デインが怒ど鳴なった。サーラは意味が分からず、「え？」と問い返した。

「そうだ、跳べ！」レグも怒鳴った。「あたしらを信じろ！　跳べ！」

　考える時間も、恐きよう怖ふを感じる余裕もなかった。サーラは二人の言葉に運命を託たくし、思い切って床を蹴けった。

　その瞬間、マローダの呪じゆ文もんが完成した。まるで誰かがカーテンを引いたように、ホールは再び漆しつ黒こくの闇やみに閉ざされる。レグの目をくらますために「暗黒ダークネス」の呪文を使ったのだ。まったくの闇の中で、サーラは宙ちゆうに浮いていた。

　落ちる！

　闇と落下に対する強烈な恐怖が、落ちたくないという無む意い識しきの意志となった。上下の感覚すら失われていた。闇の中で水車のようにくるくる回転しながら、サーラは激げき突とつの瞬しゆん間かんを待ち受けた。足から落下して骨がぐちゃぐちゃになるのか、それとも頭から落ちて即死するのか……。

　だが、その瞬間はいっこうにやってこなかった。五秒が過ぎ、十秒が過ぎる頃には、さすがにサーラもおかしいと気づきはじめた。いくら深い穴でも、とっくに底に達していていいはずだ。それどころか、風を切って落下している感じすらしない。

「もうだいじょうぶよ、サーラ」頭上から聞き覚えのある女の声がした。「眼を開けなさい──ただし、ゆっくりと。びっくりするといけないから」
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　その指示に従って、サーラはおそるおそる眼を開いた。

　いつの間にか闇は晴れていた。「暗黒ダークネス」を打ち消す呪じゆ文もんが唱となえられたのだ。そして、すぐ頭上に、なつかしい顔があった。

「フェニックス……？」

　赤あか髪がみの美しいハーフエルフの笑え顔がおを見上げ、少年は首をひねった。彼女が魔ま法ほうを使って助けてくれたのだということは分かった。でも、何であんなふうに天てん井じようからコウモリみたいにぶら下がっているんだろう……？

　突然、正常な上下感覚が戻もどってきた。サーラは愕がく然ぜんとなった。フェニックスが逆さかさまにぶら下がっているわけではない。彼の方が頭を下にして、何もない空中に浮かび、岩の散乱する床ゆかを見下ろしているのだ。

「うわあ!?」

　悲ひ鳴めいをあげた拍ひよう子しに、がくんと落下した。フェニックスが慌あわてて受け止めようとする。しかしそれは杞き憂ゆうだった。サーラは自分の身長分ほど落下して止まった。完全に静止したわけではなく、ゆっくりと落ち続けている。

　古代語魔法の「落下制御フオーリング・コントロール」である。この魔法がかかった者は、地面から浮かび上がることはできないものの、意志の力で落下の速さを遅おくらせられるのだ。サーラが落ちることを予期して、フェニックスが床下で待たい機きしていたのである。

「落ち着いて……慌あわててはだめ……心が乱れたら落ちてしまうわよ」

　そう呼びかけながら、フェニックスはほっそりした白い腕を頭上に差し伸べた。サーラも手を伸ばす。二人の手がからまった。さかさまの姿し勢せいでゆっくり降下してきた少年は、ハーフエルフの娘の胸に優しく受け止められた。体が回かい転てんし、足が床に着く。

「だいじょうぶ？」

　フェニックスのいたわりの声に、サーラは何度もうなずいた。全身、煤すすと埃ほこりにまみれ、傷だらけだったが、助かったという安あん堵ど感かんが何よりの鎮ちん痛つう剤ざいだった。

　ごとり。背後で音がした。フェニックスはとっさにサーラをかばう姿し勢せいを取った。

「うう……ちくしょう……」

　岩いわ蔭かげからうめきながら起き上がってきたのはマイズだった。服についていた砂粒や石のかけらが、ざらざらと流れ落ちる。上の階から落ちてきて、岩のかけらが散乱する床ゆかにまともに叩たたきつけられたのだ。額が割れ、顔面をだらだらと血が流れ落ちている。肋ろつ骨こつを折ったらしく、胸を押さえて苦しげだった。

「下がって……」

　フェニックスはサーラを自分の背後に押しやると、体重が自分の倍ぐらいありそうな大男と対たい峙じした。魔法の杖を掲かかげ、呪文を唱となえる態勢に入る。

「この野郎……！」

　苦痛と敗北感で完全に正気を失った大男は、娘と少年に襲おそいかかろうと、よろよろと向かってきた。哀れな姿であったが、フェニックスは同情しなかった。杖を振ふり回し、踊るような身振りをしながら、強力な攻こう撃げき呪文を唱える。

「ブラスティート！」

　まばゆい紫色の電光がマイズの厚い胸板に炸さく裂れつした。轟ごう音おんとともに火花が飛び散り、恐ろしい悲ひ鳴めいがあがる。

　驚おどろいたことに、それでもマイズは倒れなかった。なおもうなり声をあげながら、よたよたと突進してくる。今や闘とう争そう本能だけに突き動かされているのだ。レザー・アーマーの胸の部分は大きく裂さけ、青い煙をあげてぶすぶすとくすぶっていた。その裂さけ目から焦こげた肉が露ろ出しゆつしているのを目にして、サーラは気分が悪くなった。

　瀕ひん死しのマイズは最後の気力を振ふり絞しぼり、フェニックスに殴なぐりかかった。その気迫に押されたのか、彼女は身をかわすのが遅れた。胸を強く突かれ、フェニックスは小さな悲鳴をあげてよろめき、転てん倒とうした。マイズはにやりと笑うと、もう一撃をくわえようと、大きく腕うでを振り上げた。

　その時、何十個もの石つぶてが彼の足あし許もとの床からはじけ飛んだ。全身に激はげしい石の雨を浴あび、マイズは狂ったあやつり人形のように踊った。手足に当たって跳はね返った石が何個か、サーラたちの方にまで飛んできた。階上にいたミスリルがフェニックスの苦境に気づき、精せい霊れい魔ま法ほうで援えん護ごしたのだ。

　それが致ち命めい的てきな一撃となった。石の雨が止むと、マイズはゆっくりと体をひねりながら、床ゆかに崩くずれ落ちた。

　その光景は、サーラに安あん堵ど感かんよりもむしろ戦せん慄りつを覚えさせた。目の前で人が死ぬのを見るのは初めてだった。

「怪け我がはないか？」

　ミスリルが声をかけてきた。フェニックスは埃ほこりを払いながら起き上がった。

「私は平気……それよりサーラが傷だらけだわ」

「ちょっと待て」

　そう言ったのはデインだった。崩れた床の縁ふちにしゃがみこんで、フェニックスとサーラを見下ろし、祈りの言葉を唱となえる。

　サーラは全身が不ふ思し議ぎな熱気に包まれるのを感じた。炎の発する熱や、病気の時に感じる熱とは正反対の、春の陽ひ差ざしにも似たぬくもりだった。目に見えない誰かに抱きしめられているかのようだった。全身の傷の痛みが潮しおのように引いてゆく。

　肘ひじに触ふれてみたサーラは、いつの間にか傷が消えているのに驚おどろいた。膝ひざの傷も同様だ。デインの神しん聖せい魔ま法ほうのおかげだ。

「上の様子はどう？」

　フェニックスは訊たずねた。デインは悲しそうに首を振ふった。

「一人は殺した──殺すつもりじゃなかったんだがな」

　ガスリーのことである。若いレンジャーはホールの床ゆかに倒れ、絶ぜつ命めいしていた。

　チャ゠ザの司し祭さいとして、デインは無む益えきな人殺しは好まなかった。ガスリーに切りかかったのも、サーラに近寄らせまいとする牽けん制せいのためで、あわよくばこちらの気迫に押されて降伏してくれれば、という期待があったのだ。しかし、あの暗くら闇やみの中ででたらめにレイピアを振ふり回したら、偶ぐう然ぜんにガスリーの咽の喉どを裂さいてしまったらしい。

「マローダは？」

「闇やみにまぎれて逃げたよ。レグが追いかけてる」

「俺おれたちも探さがしに行く」とミスリル。「マローダはやばい女だ。レグ一人じゃ危ないからな。サーラを頼たのんだぞ」

「分かった」

　デインとミスリルは身をひるがえし、サーラたちの視界から姿を消した。二人の駆かけ去る足音が聞こえた。

　サーラははっとして、フェニックスを見上げた。

「もう一人、バルコニーに精せい霊れい使つかいがいたよ！」

　フェニックスはうなずいた。「ええ、ちらっと見たわ。でも、たぶんもう逃げたでしょうね」

「戻もどって来ないかな……？」

「心配は要いらないわ。仲間が二人も倒されたのを見たら、よほどの馬ば鹿かでないかぎり、私たちとまともにやり合おうなんて思わないでしょ。逃げるので精いっぱいのはずよ」

「そうだね。みんな強いもんね」

「傷はどう？　痛まない？」

「うん、すっかり平気だよ。でも……」

「でも？」

　サーラは照れ笑いをした。「お腹がすいた」




「おい、マローダ！　もう逃げ場はねえぞ！」

　レグは敵を袋小路ふくろこうじに追い詰つめていた。マローダはさきほどから、通路の突き当たりに積み上げられた古い家具の山に身をひそめている。この地区の住民が退去する時に捨てて行ったものだろう。

　マローダにしてみれば、自分をののしりたくなるような、ひどいドジだったろう。「暗黒ダークネス」をかけてホールから逃げ出したのはいいが、闇やみの中で道を間ま違ちがえ、よりにもよって一本道に迷いこんでしまったのだ。

　しかし、レグの方でも、うかつに攻こう撃げきを仕掛けられない事情があった。ミスリルの話では、マローダは高度な古代語魔法の使い手で、特に幻げん影えいの使い方に長たけているという。うかつに踏ふみこめば罠わなにかかってしまう。だからマローダの視野に入らないよう、曲り角から様子をうかがっているのだ。

　この通路は完全な闇ではなく、狭せまい明かり取りの窓がレグの背後にあるため、満月の夜ぐらいの明るさはあった。しかし、マローダのひそんでいるはずのあたりは闇に沈んでおり、動きがよく見えない。

「出てきな！　そこに隠かくれてるのは分かってるんだ！」

「はん、そっちから来たらどうなのさ!?」

　マローダが言い返す。短気な性格のレグだったが、これほどあからさまな挑ちよう発はつに乗るほど愚おろかではなかった。魔法の危険性はよく知っている。

「根比べなら、そっちが不利だぜ！」レグは怒ど鳴なった。「こっちはもうじき仲間が来るんだからな！」

　その言葉で、マローダは決心を固めたようだ。ガラクタの蔭かげにいっそう小さくうずくまり、何かごそごそやっている気け配はいがする。レグは緊きん張ちようした。

　いきなりマローダが飛び出してきた。得意げな表情で、その横には凶きよう暴ぼうそうな虎とらを従えている。虎は口を大きく開けて、音もなく吠ほえる身振りをすると、レグに向かって一直線に突進してきた。

「ちゃちな手だ！」

　レグはせせら笑った。虎が幻げん影えいなのは明らかだ。フレイルを構えると、曲り角から飛び出し、虎を無視してマローダに突進する。

　幻影だと思いこんでいた虎が、恐ろしい質しつ量りようを伴ってぶつかってきたので、レグは完全に不意をつかれた。後ろにひっくり返り、虎にのしかかられる。虎は鋭するどい牙きばでレグのむきだしの腕うでに嚙かみつくと、犬が穴を掘るように、前足の爪つめで激はげしく彼女の胸をかきむしった。レグは悲ひ鳴めいをあげた。服がずたずたに裂さけ、血が飛び散る。

「レグ！」

　デインが通路を駆かけてきた。虎はぐったりとなったレグから飛び離れると、デインに向かって行った。

　血まみれの虎が突っこんできたので、デインは思わずたじろぎ、身をかわした。通り過ぎざま、虎は彼の上着の袖そでを引き裂さいて行った。

　虎は闇やみの奥に走り去った。なすすべもなくそれを見送った後、デインはすぐに瀕ひん死しのレグに駆け寄り、神しん聖せい魔ま法ほうで傷を治ち療りようした。

「だいじょうぶか？」

　デインに助け起こされ、レグは「あいつめ……」と毒どくづきながら立ち上がった。傷は治ったものの、足あし許もとがふらついている。

　二人は通路の奥を振り返った。まだそこにはマローダが立っていた──彼らを嘲笑あざわらうかのように、得意げな表情で。

　レグはふらふらとそれに近づいた。マローダは表情を変えない。身構えて、じっと静止したままだ。レグはすぐそばまで近寄ると、その得意げな笑えみをめがけて、怒りのパンチを打ちこんだ。

　拳こぶしは空を切った。レグの腕はマローダの幻げん影えいにすっぽりめりこんだ。
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　ガラクタの山の蔭かげには、マローダの脱ぬぎ捨てた衣服があった。彼女はまず魔法で虎に変身してから、自分の姿を幻影で創つくり出し、レグを欺あぎむいたのだ。

「ちくしょう！」

　レグは拳を壁かべに叩たたきつけ、悔くやし涙を流した。完全な敗北だった。







　７　ミスリルの望んだ結末







　廃はい棄き地区からサーラをつれ出したフェニックスは、手近な大衆食堂に入った。ちょうど昼食時の少し前なので、客はそれほど多くない。料理が運ばれてくるまでの短い時間が、サーラにはもどかしくてたまらなかった。逃げ回るのに夢む中ちゆうで気がつかなかったが、夕べから何も食べていなかったのだ。

　火傷やけどしそうに熱い魚を手づかみでがつがつ頰ほお張ばる少年を、フェニックスは愛いとしそうに見つめていた。傷はすっかり治ったものの、顔も髪かみの毛も煤すすだらけで、服はボロボロ、靴くつも片一方なくしているという、まったくひどい格かつ好こうだった。知らない人が見たら煙えん突とつ掃そう除じの少年だと思うだろう──実際、ザーンにはそういう職業の子供が多いので、サーラの格好はたいして人目を引かなかった。

「まずお風呂に行って……服も買わなくちゃね」

　そうフェニックスは言ったが、サーラは食べるのに夢中で気がつかなかった。

　空腹が満たされると、それにつれて不安も過去のものになっていった。と同時に、慌あわただしくて気がつかなかった数々の疑問が、どっと湧わき上がってきた。

「でもさあ」サーラは魚の尻しつ尾ぽをぱりぱりかじりながら言った。「どうして僕があそこにいることが分かったの？」

「デルが教えてくれたのよ」

「デル？」

「あなたと同じぐらいの女の子。盗とう賊ぞくの卵でね。ちょくちょく街の外がい壁へきで岩登りの練習してるわ」

　サーラは絶ぜつ壁ぺきで助けを求めた少年のことを思い出した。

「女の子だったのか……」

「よく男の子に間ま違ちがわれてるわ。あなたと反対──あ、ごめんなさい」

「いいよ、言われ慣なれてるから」

　サーラは肩をすくめた。フェニックスが相手では怒るわけにいかない。

「ともかく、デルの知らせてくれた様子から、あなたが廃棄地区の方に向かってるって見当がついたの。それで駆かけつけてみたら、マローダや他の連れん中ちゆうが集まって、あなたを取り囲んでるじゃない。いきなり踏ふみこんで、あなたにもしものことがあったらまずいと思って、機会をうかがってたのよ。心配かけてごめんなさい」

「いいよ、みんな来てくれたんだから！　僕、すっごく嬉うれしい！」

　サーラの素直な感情表現に、フェニックスは微笑ほほえんだ。大人になると、嬉しい時に「嬉しい」とは言いにくくなるものなのだ。

「ねえねえ、知ってる？　あいつら、人さらいだったんだよ。僕、売り飛ばされるとこだった」

「ええ」フェニックスはちょっと悲しそうにうなずいた。「ミスリルは前からうすうす気がついてたみたい。マローダが悪い連中と組んで、人の道をはずれるような仕事に手をつけてたことに──でも、私たちには何も言わなかったわ」

「ミスリルはマローダと知り合いだったの？」

「らしいわ。私たちと組む前のことだから、詳くわしいことは知らないけど……それでデイルが『月の坂道』に駆かけこんできて、あなたが人さらいに追われてるって言った時に、マローダがからんでるってピンときたみたい」

「ふーん？」サーラは首を傾かしげた。「悪い奴やつだって分かってたんなら、どうしてもっと早くやっつけちゃわなかったんだろう？」

　フェニックスは苦笑した。「そう簡単にいくものじゃないわ」

「どうして？」

「大人おとなの話よ。子供には分からないわ」

「そんなことないよ！　いくら昔好きだったって、悪い奴は悪い奴だよ！　悪い奴はやっつけなくっちゃ！」

「ねえ、サーラ……」

　フェニックスは顔を寄せ、煤すすだらけのサーラの顔をのぞきこんで、優しく語りかけた。

「世の中には良いことと悪いことがあるわ。子供の頃には、その区別がはっきり分かるような気がするものなの。でも、大人になればなるほど、何が良くて何が悪いのか、なかなか言えなくなってくるのよ」

「どうして？」

「この世には他にもいろいろな問題があることが分かってくるから……好きとか嫌いとかもそのひとつね。良いことだけど嫌いだってことや、悪いことだけど好きだってことはあるわ。あなたには分からないかもしれないけど」

「うん……」

「だから、ミスリルを責めないであげてね。あの人だってきっと、マローダのことでずいぶん悩んだはずだから」

「…………」

「そうそう」

　フェニックスは話題を変えるために、つとめて明るい声を出した。

「慌あわただしくて大事なことを言うの、忘れてたわね」

「何？」

「ようこそザーンに、サーラ。歓迎するわ」




　同じ頃──

　下町の酒場「深海の罠わな」の主人は、表の扉とびらをどんどんと叩たたく音に目を覚ました。この店は彼の家でもあり、店の奥にある小こ部べ屋やに寝ね泊とまりしているのだった。

「何だあ、今時分……？」

　彼は不ふ機き嫌げんな声を出した。小さな明かり取りの窓から差しこむ外の光は、まだ昼前であることを告げていた。酒場は日没直前に開店し、夜明け前に閉まる。酒の仕入れなどをはじめるのも午後になってからだ。普ふ通つうの市民と逆の生活をしている彼にとって、今は熟じゆく睡すいしているべき時間なのだ。

　扉を叩く音はなおも続いている。彼はぶつぶつぼやきながら、隣となりで寝ている妻を起こさないように、ベッドから起き上がった。いつもベッド脇わきに置いてあるランタンに火口箱から火をつけると、ガウンをはおり、スリッパをつっかけ、細長い店内を横切って入口に向かう。

　この店の名前が「深海の罠わな」だと知ったら、サーラはさぞ悔くやしがることだろう。というのも、ここは少年がマローダに「月の坂道」だと教えられてつれこまれた店だからだ。

　扉とびらに近づいた主人は、いつもの習慣通り、扉の装そう飾しよくに見せかけた覗のぞき穴から外の様子をうかがった──しかし、小さな穴から見える範はん囲いには、人影は見えない。この店と同様、下町のこのあたりにある店はすべて、夜だけ営業しているので、朝のこの時間帯は、死んだように静かだった。

　それなのにまだ扉を叩く音がしている。下の方からだ。よく聞くと普通のノックではなく、爪つめでがりがりこする音が混まじっている。

「ん……？」

　主人は首をひねりながら、鍵かぎをはずし、扉を少しだけ開いて、扉を叩くものの正体を見極めようとした。おおかた子供のいたずらか、迷いこんだ野良犬のしわざだろうと思いながら──

　扉を薄く開けたとたん、大きな動物が扉を押し開いて飛びこんできた！

「うわあ!?」

　主人は情けない悲ひ鳴めいをあげた。よろよろとぶざまに後ずさりし、テーブルにぶつかる。ランタンの光に浮かび上がったそれは、美しい毛並みの虎とらだった。口の回りが血で真っ赤に濡ぬれている。

　虎は後ろ足で器用に扉を蹴けって閉めると、恐きよう怖ふと驚おどろきのあまり口をぱくぱくさせている主人を無視し、ひょいとカウンターに飛び乗った。その拍ひよう子しに、カウンターの隅すみに積んであった空ジョッキの山を、尻しつ尾ぽでひっかけてしまった。ジョッキはがらがらと派は手でな音を立てて床ゆかに散らばった。

「どうしたってのよ……？」

　主人の妻が、ぼさぼさの頭をかきむしり、眠い目をこすりながら奥から出てきた──しかし、カウンターの上にいる虎を見たとたん、腰こしを抜かしてしまった。

　虎はひらりとカウンターの裏側に飛び降り、姿が見えなくなった。その隙すきに主人は逃げ出そうとして、戸口にそろそろと近づいた。

「待ちなよ、ヴェイン」

　そう言いながら、カウンターの蔭かげからマローダが起き上がった。服を着ておらず、腕組みするようなポーズで胸を隠かくしている。しなやかな指と、口の回りには、血がべっとりとこびりついている。主人は目を丸くした。

「マ、マローダ……!?」

「逃げなくていいよ。お別れのあいさつを言いに来ただけだ」

「お別れ……？」

「ああ。ドジ踏ふんだもんで、この街にいられなくなった。ついては、あんたに預けておいたものを返してほしい」

「預けたものっていうと……？」

「とぼけるなよ」マローダは真っ赤に濡ぬれた指をヴェインに突きつけた「例の宝石さ」

「ああ、そうか……」

「急いでんだ。早く持ってきてよ──それと奥さん、あんたの服の中でいちばんいいのを一着、恵んでくれるとありがたいんだけどね」

　ヴェインは妻に目くばせした。妻は慌あわてて奥に駆かけ戻もどった。

「やだ、これじゃ道どう化け師しみたいだ」

　カウンターの後ろにあった鏡に映った自分の姿を見て、マローダは顔をしかめた。口の回りについた血は、まるで子供が化け粧しよう道具をいたずらして、口紅をめちゃくちゃに塗ぬりたくったように見える。マローダは近くにあったタオルで顔を拭ふき、指をぬぐった。

　ヴェインの妻は、一分もしないうちに、小さな皮かわ袋ぶくろと自分の一いつ張ちよう羅らの服を持って戻ってきた。マローダは袋の中身を確認した。

「ひい、ふう、みい……何か足りない気がするねえ？」

　彼女にじろっとにらまれ、ヴェインは慌ててかぶりを振った。

「ちょ、ちょっと借りただけさ。いい儲もうけ話があったもんで……後で増やして返そうと思ってたんだ。本当だ」

　マローダは、ふんっと鼻を鳴らし、肩をすくめた。「ま、いいさ。この服でチャラにしといてやるよ──やれやれ、高い服だこと」

　サイズの合わない上着に無理して袖そでを通しながら、彼女は言った。

「言っとくけど、あんたらを殺さないのは、殺してる暇がないだけだからね。それだけは覚えといてよね」

「ああ」ヴェインは唾つばを飲みこんだ。「覚えとくよ」

「ま、たぶんもう会うことはないだろうけど──」

　彼女がさらに何か言おうとした時、扉がばたんと勢いよく開いた。店内にいた三人は驚おどろいて振ふり返った。

　そこにはミスリルが立っていた。




「また、あんたか！」マローダは露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。「よくもまあ、あたしの後をぴったり追って来れるもんだね。どんな鼻してんのさ？」

「虎が下町に駆かけて行くのを見た奴がいてな」とミスリル。「お前の行きつけの店だろうって見当をつけただけさ」

　ミスリルは後ろ手に扉を閉めた。彼を倒さない限り、外には出られない態勢だ。

　マローダは素早く状じよう況きようを判はん断だんした。この店には裏口がない。奥の部へ屋やに明かり取りの窓があるのは知っていたが、狭せますぎて出入りは困難である。つまり、またもや追い詰つめられたわけだ。

　だが、今度はさっきの場合より余よ裕ゆうがあった。女戦士の実力は未知だったが、ミスリルの手の内はよく知っていた。

「見たとこ、今度はあんた一人みたいだけど？」マローダは不敵に微笑ほほえんだ。「それともまた助けが来るかしら？」

「どうだかな」ミスリルは曖あい昧まいに答えた。

「言っとくけど」マローダは血で汚よごれたタオルを見せびらかした。「あんたのお仲間の女戦士はやっつけたわよ」

　ミスリルの冷静な表情が、ぴくりと動いた。はったりなのか、真実なのか、見極めがつかない様子だ。

　マローダは心の中で舌打ちした。自分がミスリルのやり方をよく知ってるように、ミスリルも彼女のやり方に通じている。はったりで相手をびびらせるのは彼女のいつもの戦法だが、今回はそれが裏目に出た。女戦士を倒したのは事実なのに、ミスリルにははったりだと思われてしまう。

「とにかく」マローダは気を取り直した。「あたしは行かせてもらうわ。そこをどいて」

「だめだ」ミスリルはきっぱりと首を振ふった「行かせるわけにはいかない」

「あたしに勝てる自信があるとでも言うの？」

「やってみなくちゃ分からんさ」

「あたしとやろうっての？」マローダは面おも白しろそうに言った。「このあたしと？」

　そう言いながら、彼女はのっそりとカウンターから身を乗り出した。隠かくれていた下半身が明らかになった。

　ミスリルは見み慣なれているので平気だったが、ヴェインの妻は悲ひ鳴めいをあげ、失神してしまった。ヴェインも信じられないものを目もく撃げきし、顔を真っ青にして、床ゆかにぺたんと座りこみ、歯をがちがち鳴らしている。

　マローダは上着を着ていたが、まだスカートをはいていなかった。上半身は人間の女だが、腰こしから下は大きな蛇へびだ。ゆるやかに波打ち、くねっているが、尻しつ尾ぽまでぴんと伸ばせば、この店の端から端まであるだろう。ランタンの光を反射して、その鱗うろこはなまめかしくきらめいている。

　幻げん獣じゆうラミア──それがマローダの真の姿だった。

　カウンターをするりと乗り越えた彼女は、床ゆかの上にとぐろを巻いた。

「どいてよ、ミスリル」マローダはもう一度だけ言った。「あんたを殺したくはないわ」

「そうか？　俺おれはお前を殺せるぞ」

「はん！　虚きよ勢せいはやめてよ！　実力の違いは分かってるはずよ。虎に変身したら、あんたなんかずたずただわ。勝てるわけがないでしょ！」

「いつもならな」とミスリル。「いつものお前で、いつもの俺なら、勝てないさ」

「どういうこと？」

「前に話してくれたことがあったっけな？　変身はやたらに疲れる。一日に三回がぎりぎり限度だって……」

　マローダはたじろいだ。「そ、それがどうしたって言うのよ!?」

「お前はついさっき、虎に変身した。レグと戦った時に、おそらく他の魔ま法ほうも使ってるだろう。となると、あと一回、変身できるかどうかだ」
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「…………」

「俺と戦うのに、もういっぺん変身するわけにはいかない。たとえ俺を殺したとしても、その後でどうやって逃げるつもりだ？　その姿に戻もどるか？　それとも虎の姿のままで市門を突とつ破ぱするか？　いくら衛えい視しどもがぼんくらでも、そんなに大きな野良猫は通してくれないだろうよ」

「う、うるさいわね！」

　マローダは完全に取り乱していた。ミスリルにすっかり手の内を読まれている。たとえ幻げん獣じゆうと言えども、短時間に魔法を連発することはできない。精せい神しんが急激に消しよう耗もうすると、失神する危険があるのだ。

「それにな、俺もいつもの俺じゃない」

　ミスリルはそう言って、腰こしからダガーを引き抜き、マローダの眼前にちらつかせた。その刃には真っ黒い煤すすのようなものが塗ぬられている。

「分かるか？　毒どくだ。『暗い刃ダークブレイド』っていう名前ぐらいは聞いたことあるだろう？」

「あ……」

「お前の心臓に突き立てる必要はない。ほんのちょっと、肌はだを傷つけるだけでいいんだ。毒は傷口から侵しん入にゆうして、お前の全身に回る。たとえ俺を殺せたとしても、お前も長くは生きられない……」

　マローダは困こん惑わくした。ミスリルがそこまで決意しているとは信じられなかった。冒ぼう険けん者しやたちは毒どく物ぶつを使うことを極端に嫌う。それは彼らのモラルであり、ルールだった。毒を用いるのは卑ひ劣れつな行為とされており、一度でもその禁を破った者は、仲間から爪つまはじきにされてしまう。自分たちは暗あん殺さつ者しやでも悪党でもないという誇りがあるからだ。もちろんミスリルも、その誇りを大切にしていた。

　冒険者が毒を使うのは、命も名誉もかなぐり捨てなくてはならないほど、追い詰つめられた時だけなのだ。

「あんた……分かってんの？　自分のやってることが……」

「もちろんだ」ミスリルの口く調ちようには一点の迷いもなかった。「確かに俺は勝てないかもしれない。いや、たぶん負けるだろう。だが、お前を生かしておくわけにもいかない」

「…………」

「お前がそうなった責任は、半分は俺にもある。決着はつけるべきだと思う」

「ミスリル……」

　マローダの表情が歪ゆがんだ。今にも泣き出しそうだった。

　彼女にはある種の甘えがあった。どんな苦しい状じよう況きようだろうと、自分がどんなにわがままを言おうと、ミスリルは耐たえてくれる、許してくれると思いこんでいた。彼が本気で自分を憎むはずがないと考えていた。だからこそ、彼にいくら説教されようと、怒ど鳴なられようと、平気でいられた。

　長い関係の末に、彼女はミスリルの真ま面じ目めさに愛あい想そうをつかした。同時にミスリルの忍耐も限界に達し、悪の道に走る彼女を見捨てた。

　マローダはせつなさに胸が痛むのを感じ、自分でも驚おどろいていた。とっくにミスリルのことなど忘れ、悪党になりきったつもりでいた──だが、心の片かた隅すみでは、彼の思いやりに今でも期待していたのだ。

「さあ、やろうぜ、マローダ。決着をつけよう」

　ミスリルの表情は仮面のようだった。黒いダガーをちらつかせて挑ちよう発はつする。

「このダガーにちょっとでも傷つけられない自信があるなら、かかって来い。俺といっしょに死のうじゃないか」

　マローダは茫ぼう然ぜんと首を振ふった。信じられなかった。ミスリルが──あの優しかったミスリルが、本気で自分を殺すつもりだとは……。

「あ、あんた、そんなにあたしを……」

「愛してるさ、今でも」

　ミスリルの思いがけない言葉に、マローダは衝しよう撃げきを受けた。

「だからこそ、いっしょに死のうって言ってるんだ──ずうっと昔に、ドレックノールの川岸で言った言葉を覚えてないか？　死ぬ時はいっしょだって言ったじゃないか」

「…………！」

「さあ来いよ。来ないのか？　だったらこっちから行くぜ！」

　マローダは悲しみのあまり絶ぜつ叫きようしたくなるのをこらえた。彼女に残された道はひとつしかなかった。

　彼女は再び「暗黒ダークネス」の呪じゆ文もんを唱となえた。店内に闇やみが降りる。逃げられまいと、ミスリルはとっさに後ずさりして、背後の扉とびらにへばりついた。

　もちろん、こんなことで精せい霊れい使つかいの鋭えい敏びんな感覚をごまかせるとは、マローダは思っていなかった。ただ、次の呪文を唱えるために、わずかな隙すきが必要だったのだ。

　まったくの闇の中で、ミスリルはばさばさという羽音を耳にした。コウモリだ、とすぐにピンときた。精神を集中すると、暗くら闇やみをも見通すことのできる精霊使いの眼が、熱を帯びた小さな生物が店の奥に飛んでゆくのを捉とらえた。コウモリは闇の中でも飛べる神しん秘ぴ的な力を持っているのだ。

　コウモリの羽音はじきに小さくなり、聞こえなくなった。明かり取りの窓から飛び出したに違いない。最後に残したキーッという鳴き声は、まるでマローダの悲しみの絶叫のように聞こえた。

　ミスリルは、ふうっとため息をついた。デインと違って、演技はあまり得意な方ではない。こんなに緊きん張ちようを強しいられたのは初めてだった。

「おい！　おい！」闇やみの中でヴェインが叫んだ。「行っちまったんだろ？　だったらダガーをしまってくれよ！　振ふり回して、間ま違ちがって怪け我がしたらどうすんだ！」

「ダガー？　ああ、心配ない。これはただの煤すすだから」

　そう言ってミスリルは、ここに来る前にダガーに塗ぬりつけておいた煤をぬぐい取り、手て探さぐりで腰こしに戻もどした。

　これが彼の望んだ結末だった──はったりでマローダを威い嚇かくし、この街から逃げ去らせるというのが。

　他にも二つの結末が考えられた。ひとつはマローダが改心するというもの。もうひとつはマローダが自じ暴ぼう自じ棄きになって死を覚かく悟ごで攻こう撃げきしてくるというもの。後者の場合、もちろんミスリルは殺されていた可能性がある。だが、マローダの性格からして、どちらもありえないと彼は確信していた。

　もっと早くこうするべきだったんだ、とミスリルは思った。彼はいつでもマローダの精せい神しん的な保護者だった。彼自身、心に多くの傷を受けて育ったので、彼女を傷つけるものから守ってやりたいと思っていた。だが、その押しつけがましい優しさは、彼女の反発を招き、かえって悪の道へ転てん落らくするきっかけになってしまった──

　今度の一件が彼女の深い傷になってくれればいいと、ミスリルは望んでいた。彼女を悪の道から引き返させることは、もう不可能だろう。しかし、これからも悪事を重ねるごとに、黒いダガーをちらつかせたかつての恋人の姿が脳のう裏りに去来するなら、いくらかは転落の歯止めになってくれるかもしれない。それが彼女にしてやれる最後の愛だった。

「俺おれも甘いよな、まったく……」

　ミスリルはつぶやいた。二度とマローダと顔を合わせたくなかった。もしこの次、彼女が何らかの形で自分の前に立ちふさがったなら、今度こそ本当に彼女を殺さなくてはならないだろう。

「あちち！」

　ヴェインが叫んだ。闇やみの中で、まだ燃えているランタンをつかんでしまったらしい。

「おーい！　この闇をどうにかしてくれよ。これじゃ商売にならん」

「心配いらんさ。半日もすれば魔ま法ほうは切れる」

「半日だって!?　そいつは殺せつ生しようだぜ、おい！」

　ヴェインの抗こう議ぎの声を無視して、ミスリルは「深海の罠わな」を後にした。







　８　男同士の約束







「よお、ミスリル」

　下町の路地を歩いてきたミスリルは、とある仕立て屋の前で、デインとレグに再会した。レグはデインに上着をかけてもらっている。虎とらに服をずたずたにされ、おまけに血まみれだったからだ。それでも彼女がいちおう無ぶ事じであるのを見て、ミスリルは内心ほっとしていた。

「マローダはどうした？」

　ミスリルは無言で肩をすくめた。「そうか……」とデインはうなずく。詳くわしい事情を知りたいという好こう奇き心しんはあったものの、二人の関係は深く追つい及きゆうするべきではないと感じていた。相手の心に立ち入りすぎないようにするのも、また友情というものだ。

「こっちも、もう一人の精せい霊れい使つかいには、完全に逃げられた」

「やっつけたのはザコだけか……」

「そう言ったら身も蓋ふたもない。ひとまず、サーラは無事だったことだし、任務は成功ということにしとこう」

「サーラはどうした？」

「ここ！」

　仕立屋から勢いよく飛び出してきたサーラが、ミスリルに抱きついた。

　再会を喜ぶ反面、ミスリルは困こん惑わくしていた。サーラは煤すすや埃ほこりにまみれており、抱きつかれた拍ひよう子しに、ズボンがひどく汚よごれてしまったのだ──まあ、黒いズボンだから、あまり目立ちはしないが。

「おいおい、まず風呂に行った方がいいんじゃないか？」

「そうなのよ」

　仕立屋から出てきたフェニックスが、買ったばかりの子供用の服一式を、とまどっているミスリルの腕うでに押しつけた。

「というわけで、サーラをお願いね」

「？？　何が『というわけ』なんだ？」

「私たちは歓迎パーティの準備があるもの。いろいろ買い物しなくちゃ。ね？」

　フェニックスは意味ありげにレグに視線を送った。「あ、ああ」レグはなぜか決まり悪そうにうなずく。

「僕は事件のてんまつを衛えい視しに報ほう告こくしに行かなくちゃいけない」とデイン。「いくら廃はい棄き地区とは言っても、街の中に死体が二つ転ころがってるのは、まずいからな。ついでに事件の背景も知っておきたいし……」

「子供さらいの一味だったんだろ？」レグが口をはさんだ。「確か賞金がかかってたんじゃないか？」

「無む理り無理」デインは苦笑した。「誘ゆう拐かいされた子供を取り返した者に、親から賞金が出ることになってたんだ。どっちみちたいした額じゃないし、例の他よ所そ者ものの六人組に持って行かれるだけだ」

「……というわけで」フェニックスは繰くり返した。「暇なのはあなただけなのよ、ミスリル。サーラをお風呂につれて行って、服を着替えさせてあげて」

「やれやれ……」

「魔ま法ほうで体もきれいになればいいのにね」

　そう言ってサーラは笑った。死ぬか生きるかの恐ろしい体験のすぐ後だというのに、少年が冗じよう談だんを言える余よ裕ゆうがあることに、デインたちはほっとした。




　ザーンの浴よく場じようは街の最下層、地表よりかなり下にある。二世紀前、乏しくなったオバールの鉱こう脈みやくを求めて、地下へ地下へ掘り進んで行った鉱夫たちが、蒸気の噴ふん出しゆつする層に突き当たったのだ。激はげしい熱気のために、それ以上深く掘るのは不可能だった。彼らは採さい鉱こうを断念したが、せっかく掘り当てたものを無む駄だにしたくないというので、その区域を横に掘り広げてサウナ風呂にすることにしたのだ。

　以来二百年、市の管理するこの公衆浴場は、ザーン市民の憩いこいの場であり、隠かくれた社交場としても親しまれていた。たちこめる湯気に隠れ、蒸気の噴出する音にまぎれて、密談が交わされることもしばしばある。

　ちなみに料金は安い。入口で管理人に衣服を預ける時に、わずかな預け賃を払うだけでいいのだ。

「うわー、広い！」

　サーラの声が大きく反はん響きようした。浴場は半円形をしており、中央部ほど深くなる階段状の構造になっている。ちょうど劇場かスタジアムのようだ。半円の中心、つまりいちばん深い部分からは、勢いよく蒸気が噴出している。劇場なら舞ぶ台たいがあるべき場所には、のっぺりした岩がん壁ぺきがそそり立っており、その向こうに女性用の浴場があるらしい。照明には魔ま法ほうが使われていた。

　湯気でかすんでよく見えないが、階段のあちこちに、何人もの人がくつろいでいるようだ。もっとも、まだ昼間なので、それほど客は多くないが。
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「ほらあれだ」

　ミスリルが指さした。階段の途と中ちゆうに四角い柱が建っている。それだけが岩ではなく、煉れん瓦がを組んで作ったものだった。その壁へき面めんに水みず瓶がめを持った女性のレリーフが取り付けられており、水瓶の口から水がちょろちょろと流れ落ちていた。

　その下に駆かけ寄ったサーラは、水が予想に反して冷たかったので、小さな悲ひ鳴めいをあげた。だが、すぐに慣なれてしまって、髪かみをばしゃばしゃ洗いはじめた。真っ黒な煤すすが流れ落ち、さらさらした金きん髪ぱつが艶つややかさを取り戻す。

　水がどこから来るのか不ふ思し議ぎに思って、サーラは柱を見上げた。柱の上には、蜘く蛛もの巣すを思わせる奇き妙みような構造物が広がっていた。木でできた雨あま樋どいを放射状に組み合わせたようなもので、それが天てん井じよういっぱいに張りめぐらされているのだ。

「よくできてるだろ」ミスリルが自分のことのように自じ慢まんした。「これだけは十年ちょっと前にできた新しい仕掛けなんだ。天井についた湯気が冷えて、水滴になって落ちてくるのを、受け止めて集めるようになってる。何ひとつ無む駄だにしてないわけさ」

「頭のいい人がいるんだね」サーラは感心した。

「まあな──世の中を動かしてるのは、王様や英雄や学者ばかりじゃない。職人とか、技師とか、労働者とか……そういう名もない連れん中ちゆうの努力の積み重ねってものもあるんだ」

「うん、それ、分かるよ」

　汚よごれが落ちてさっぱりしたので、サーラはミスリルと並んで、階段に腰こし掛かけた。二世紀も使われ続けてきた石の腰掛けは、すっかり摩ま滅めつして角が丸くなり、表面もすべすべしていて、座り心地が良かった。

　二人が腰掛けたとたん、入れ替かわるように、少し離れたところに座っていた中年の男がのっそりと立ち上がった。二人の背後を通って出口に向かう。何気なく振ふり返ったサーラは、ショックを受けた。そいつは通り過ぎながら、ミスリルの背中を横目でにらみつけていた──強烈な憎ぞう悪おと軽けい蔑べつのこもった視線だ。

　サーラはそっと肘ひじでつついた。「ねえ、ミスリル……」

「ほっとけ」ミスリルは振ふり向こうともしない。

「だって、あいつ……」

「あいつだけじゃない。いつものことさ。この黒い肌はだが珍しがられるのはな。だから、なるべくトラブルを起こさないように、こういう人の少ない時間帯を選んで来るようにしてるんだ」

「…………」

「風呂にかぎったわけじゃない。酒場でもどこでも、俺おれが入っていくと入れ替わりに席を立つ奴やつや、近づくと身をそらす奴が必ずいる。いちいち気にしちゃいられない」

　重たい話題をさらりと話すミスリルの口く調ちようは、まるで自分の境きよう遇ぐうを楽しんででもいるかのようだった。サーラは言葉が詰つまった。一生、他人から憎まれ、蔑さげすまれて生き続けるというのは、どういう気分なのだろう？　自分は女みたいな名前で仲間から馬ば鹿かにされたけど、そんなのはミスリルの境遇とは比べものにならない。

　サーラには希望があった。いつかたくましい英雄になって、馬鹿にした連中を見返してやるという野心だ。ただの子供の夢だ、現実逃とう避ひだと嘲笑あざわらう者がいるかもしれない。でも、サーラは真剣だった。

　だが、ミスリルには現実逃避すら許されない──自分の肌はだの色、ダークエルフとの混こん血けつという境遇からは、決して逃げることはできないのだ。

「大変なんだね……」

　何か言わなければと思い、そう言ってみたものの、自分でもしらじらしく聞こえた。

「まあな」ミスリルは肩をすくめた。「初めてデインに誘さそわれてここに来た時は、トラブルもあったよ。管理人に入場を断わられかけた。でも、デインが例の口く調ちようで熱心に説得してくれたんで、とうとう管理人も折れて、入れてくれたよ。何しろデインはこの街の名士のぼっちゃんだからな。面と向かって逆さからう奴はあまりいない」

「そうなの？」

「そうとも。あいつから聞かなかったか？」

　サーラはかぶりを振った。「ううん」

「そうか。ま、そういうのを自じ慢まんしたがらないのが、あいつのいいとこなんだが……」

「お金持ちなの？」

「親父はこの街のチャ゠ザ神しん殿でんの司し祭さい長ちようでな、いずれは奴が跡を継つがなきゃならんらしい。もちろん家には金もたんまりある。今は修しゆ行ぎよう中で、見聞を広めるためと称して、俺おれたちと遊び歩いてるわけだ」ミスリルは白い歯をむきだして笑った。「俺とは身分違いもいいとこさ」

「お父さんがよく許してるなあ……」

「体を張って金を稼かせいで、金のありがたみを知るのも、修行の一いつ環かんなんだそうだ……本当かどうか知らんけど」

「ふーん……」

「いい奴だよ。風呂の一件に限らず、あいつにはいろいろ恩がある──もっとも、あいつに寄りかかって生きたくはない。受けた分の恩は返さないとな。そうだろ？」

「うん……」

　二人の会話がしばし途と切ぎれた。サーラはちょっと迷ってから、思い切って言った。

「……ねえ、ひとつだけ訊いていい？」

「何だ？」

「マローダのこと……」

　ミスリルは急にそっぽを向いた。まずい質問をしたので怒らせてしまったのかと、サーラは不安になったが、違ったようだ。ミスリルは顔をそむけたまま喋しやベりはじめた。

「あいつは……元から悪い奴じゃなかった」

「うん。僕も最初に会った時、悪い人じゃないように見えたよ」

「あいつは俺と似たような境きよう遇ぐうだった。蔑さげすまれて、嫌われて生きてきた。だから俺たちは引かれ合った。互いに傷をなめ合ってたんだな……」

「それがどうして……？」

「力さ。この世の中にはな、目に見えない力ってもんがあるんだ」

「魔ま法ほう？」

「そうじゃない。魔法よりもっと大きな力だ。人を鋳型にはめてしまう力だ」

「…………？」

「たとえばだ、あそこに──」と頭上を指さし「──住んでる王子様はどうだ？　もちろん王子の生活なんて俺は知らないが、王子だって子供の頃は、膝ひざをすりむいて泣いたり、おねしょしたりしてるはずだ。そうだろ？」

　サーラはくすくす笑った。「うん、そうだね」

「中身は下町の悪ガキと変わらないのに、ただ王様の子供として生まれたというだけで、回りから『さすがに気品がある』『堂々としている』と言われる。お城に閉じこめられ、王子としての鋳い型がたにはめられて、無む理りに王子らしくさせられてしまうわけだ──考えてみりゃ、かわいそうな話さ。きっと遊びたいだろうにな。

　俺おれなんかはその逆だ。世間の連れん中ちゆうは、俺の肌はだの色だけを見て、あいつは悪人に違いないと思いこむ。そして、自分たちの作った鋳型の中に俺をはめこもうとする。俺がいつ悪いことをするかと待ち構えてるんだ。

　だが、そうはいかない。俺は自分に誇りを持っていた。だから、どんなひどい境きよう遇ぐうだろうと、絶対に負けるもんかと思っていた。もし本当に悪の道に走ったら、それこそ連中の思った通りになっちまう。それが嫌いやだった。俺は他人が思ってるような自分になりたくなかった──分かるか？」

　サーラは、はっと思い当たった。唐とう突とつにミスリルの言わんとしていることが理解できたのだ。

　小さい頃から、女のような名前、女のような髪かみで、「女みたいな奴」と馬ば鹿かにされ続けてきた。冒ぼう険けん者しやになってみんなを見返してやりたいと思ったのも、自分が「女みたいな奴」ではないことを証明したかったからだ。

「うん、分かる……と思う」

「だが、マローダは俺ほど強くなかった。鋳い型がたにはめようとする力に勝てなかったんだ。だから結局、世間が思っているようなマローダになっちまった。恐ろしい女、悪い女にな。俺はあいつを支えてやりたかったが、支えきれなかった……」

　ミスリルは急に振ふり返り、いつになく真剣な表情で、サーラの顔をのぞきこんだ。

「お前は負けるなよ、サーラ」

「え？　うん、もちろん負けないさ」

「それならいいが……もし、失敗しても故郷に帰ればいいなんて思っているなら、そんな甘い考えは捨てろよ。冒ぼう険けん者しやが失敗するのは、死ぬ時だ」

「…………」

「そこでだ！」

　ミスリルは一いつ転てんして明るい声を出した。

「お前、この前みたいに足手まといになりたくないだろ？」

「もちろん！」

「実はお前が来るまでの間、俺たちは話し合ってたんだ。お前をつれて歩くのは、四人とも異い存ぞんはない。ただ、足手まといになられるのは困る──最悪なのは、しくじって死なれることだな。言ってみれぼ、俺たちがお前をそそのかしたみたいなもんだから、そんなことになったら寝覚めが悪い」

「それはそうだけど……」

「だから、最初の冒ぼう険けんに出る前に、少し修しゆ行ぎようをしてみないか？」

「修行って、どこで？」

「盗とう賊ぞくギルドさ」

「盗賊……！」サーラは絶ぜつ句くした。

　ミスリルは笑いながら手をひらひらさせ、サーラの不安を払った。

「心配ないって。ギルドは世間で思われてるような悪のたまり場じゃない。それどころか、盗賊のルールってもんをみっちり教えこまれる。ルールをはずれるような本物の悪党は、はじき出されちまうのさ」

「でも、僕は盗賊になりたいんじゃなくて……」

「分かってる。別に盗とう賊ぞくギルドに所属してるから盗賊にならなきゃいけないって規則はない。それどころか、冒険者に役に立つことをいろいろ教えてくれるんだ」

「ミスリルもそこで修行したの？」

「ああ。いろんなことを教わった。鍵かぎの開け方、忍び歩きのやり方、壁かべの登り方、ロープの使い方、どうやって敵の攻こう撃げきをかわしながら急所をつくか……どれひとつ取っても役に立つことばかりだぜ」

「でも……」

　サーラはためらっていた。いくらミスリルが保証してくれても、盗賊たちに混まじって修行をするというのは、やはり不安がある。

「一か月だ。一か月だけでいい」ミスリルはなおも説得した。「それだけあれば基礎は身につく。その修行が終わったら、本物の冒険につれて行ってやる」

「ほんとに？」

「もちろん。俺がお前を騙だますと思うか？」

「それはそうだけど……」

「敵の攻撃をかわすにしても、戦いのコツを知ってるのと知らないのとでは、えらく違う。前のキマイラの時みたいになりたくないだろ？　基礎さえ知ってれば、あとは経験しだいだ。お前には素質があるから、きっと伸びるはずだ」

「うん……」

「どうだ、一か月だけがんばってみないか？　さっきだって、デインやレグの言葉を信じて、跳とんだじゃないか。俺を信じて、もういっぺん跳んでみてくれないか？」

　しばらく悩んだ末、サーラは不ふ承しよう不ぶ承しよううなずいた。「……分かったよ。信じるよ、ミスリル」

「よーし、それでいい！」

　ミスリルはサーラの裸はだかの背中をぴしゃりと叩いた。

「俺は絶対にお前を裏切らない！　約束する！」

「男と男の約束だね？」

「もちろんさ！──ああ、それともうひとつ」

「まだ何か？」

「読み書きの勉強もしろよ。いいな？」

　サーラは湯気の中で顔を赤らめた。今度の件はそもそも、彼が字を読めないために起こったことだった。







　９　歓迎パーティ







　浴よく場じようを出たサーラは、本物の「月の坂道」亭に案内された。ミスリルたちが歓迎パーティを開いてくれるというのだ。

　店の名の由ゆ来らいは、この街の第二階層から第四階層までを貫つらぬく長い坂道を昇りきったところにあるからだった。店の前の通路には、東に面して、ひときわ大きな明かり取りの窓がある。酒を飲み過ぎて気分が悪くなった時などは、店を出てその窓に寄りかかり、夜風に当たりながら、昇ってくる月でも眺めるのがいいとされていた（もちろん月だけではなく朝日も眺ながめられるわけだが、この店に出入りする連中は午前中は寝ていることが多いので、太陽より月の方が親しみやすいのだった）。

　外観は質素だった。木の扉とびらに店の名前を刻きざんだプレートが張りつけてなかったら、倉庫か何かと勘かん違ちがいしただろう──あるいは本当に倉庫を改造したのかもしれない。

　入口は狭せまいが、店内はけっこう広く、にぎやかだった。酒場と宿屋を兼ねた店で、冒ぼう険けん者しやたちを泊めたり、必要な情じよう報ほうを提供したり、仕事を仲介したりする、いわゆる「冒険者の店」というやつだ。一般の旅人が泊とまることはあまりない。

　歓迎パーティはまだはじまる気け配はいがなかった。風呂でさっぱりしてきたサーラは、フェニックスが買ってくれた新しい服に着替えていた。待っている間、好こう奇き心しんいっぱいの目で店内を見回す。

　一階のフロアは酒場になっており、中央のＵ字形をしたカウンターの中で、バーテンがビールを注つぎながら、客と世間話をしていた。カウンターの奥にはカーテンがあり、その向こうには厨ちゆう房ぼうがあって、使用人が料理を作っているらしい。ぐつぐついう音と、スープのうまそうな匂においが漂ただよってくる。

　酒場は二階まで吹き抜けになっており、回かい廊ろうが酒場を見下ろす形で取り巻いていた。回廊に沿って九つの部へ屋やが並んでおり、カウンターにいるバーテンの位置からでは、どの部屋の扉も見ることができた。

　ミスリルたち以外にも数組の冒険者が泊まっているらしい。近くのテーブルでは、銅どう色の髭ひげをたくわえたドワーフ族の戦士が、魔ま術じゆつ師しらしい若い男に冒険談を披ひ露ろうしていた。サーラはさっきから耳を傾けていたのだが、旅の途と中ちゆうの描写がやたらに回りくどくて、なかなか怪かい物ぶつ退たい治じの場面に行き着く気け配はいがない。店の反対側のテーブルには、四人の男女が集まっていて、サイコロを使ったスゴロクのようなゲームに興きようじている。テーブルの表面にゲーム盤が刻んであるのだった。金がかかっているらしく、四人はかなり熱中しており、サイコロを振ふるたびに歓声をあげたり、大げさな身振りで落らく胆たんしたりしていた。それとは対照的に、カウンターで静かに飲んでいるカップルもいる。よく分からないが、しんみりした話をしているようだ。

「どうだ、感想は？」

　隣となりの席に座っていたミスリルが言った。

「何だかわくわくする……面おも白しろそうだよ」

「気に入ったみたいだな」ミスリルは微笑ほほえんだ。「ま、これからお前の家になるんだ。気に入ってもらわなくちゃ困るけどな」

　サーラはうなずいた。これからミスリルと同じ部へ屋やに泊とまることになると教えられていた。彼はこれまで二人部屋に一人で寝起きしていたので、ちょうどいい同居人ができたわけである。フェニックスとレグは隣の部屋だ。

「やあ、遅くなってすまん」

　いつもの笑え顔がおで、デインが店に入ってきた。彼だけはこの店に泊まっていない──このザーンに自分の家があるのだから。

　彼はミスリルの隣に腰こし掛かけ、バーテンにビールを注文した。

「いちおう衛えい視しにはいきさつを説明しておいたが……」

「それで？」

「例の精せい霊れい使つかいは、やっぱり足取りが分からない。しばらくの間、街から出る人間の取り調べはきびしくするそうだが……あまり成果は期待はできないな」

「当然だ。ああいう連れん中ちゆうは、いざとなればいくらでも抜け道は知ってるだろうしな」

「マローダの行方も分からない──ま、とっくに街は出てるだろうが」

「…………」

「忠告しといたよ。万が一、どこかでマローダに出会っても、無む視ししてやった方がいいって。レグがあんな目に遭あわされたぐらいだ。あんたらの腕うでじゃ、下へ手たに捕つかまえようとしたら、返り討うちに遭あうだけだってな」

「衛視ども、どう言ってた？」

　デインは肩をすくめた。「不ふ機き嫌げんそうだった」

「そりゃそうだろ」ミスリルは吹き出した。「お前、噓うそがうまいくせに、妙なところで正直になるんだな」

「親切のつもりだよ。忠告し忘れたせいで、関係のない人間が殺されたりしたら、後味が悪い……何にせよ、衛視たちもむきになって追い回したりしないさ。今度の事件じゃ、連れん中ちゆうはただの下っぱだからな」

「マローダもそう言ってたよ」サーラが口をはさんだ。「取り引き相手のことはぜんぜん知らないって」

　デインはうなずいた。「それが賢かしこいやりくちだろうな。どうも今度の件は、ただの金目当ての人さらいじゃなく、かなり大きな裏があるみたいだ」

「大きな裏って？」

「ああ。海辺の屋や敷しきで捕つかまったリーバーという男だが、何でもドレックノールから来た魔ま術じゆつ師しだったらしい。で、その黒くろ幕まくで、まだ捕まっていないヴェラーズって男も、ドレックノールの盗とう賊ぞくギルドの幹かん部ぶらしいんだ」

　ミスリルは驚おどろいた。「じゃあ、背後にドレックノールが？」

「いや、そんな単純なもんじゃないんだ。僕が訊ききこんできたところでは、ヴェラーズって男は、いろんな名前で、いろんな顔を持っているらしい。海かい賊ぞくがドレックノールに送りこんだスパイじゃないかって話もある」

「何でそんな連れん中ちゆうが子供をさらうんだ？」

「分からん。例のベルダインから来た冒ぼう険けん者しやたちにも当たってみたんだが、あまり詳くわしいことは話してくれなかった。僕らにはうかがい知れない事情があるみたいだ」

「ふむ」ミスリルはひょいと肩をすくめた。「そういうのはあまり詮せん索さくすべきじゃないんだろうな、たぶん」

「そういうこと。何となくしっくりしないが、今度の件はこれまでにしておこう……レグたちは？」

「二階だよ。じきに降りてくる」

　その言葉が合図であったかのように、二階の一室の扉とびらが開いた。振ふり仰いだサーラは、あっと息を飲んだ。

　二人とも着き飾かざっていた。フェニックスは赤い髪かみに映える純白のドレスで、スカートが鐘かねのようにふわりと広がっている。まるで舞ぶ踏とう会かいに出かけるようだったが、いつもの魔ま法ほうの杖は手放していない。レグは体にぴったり合った赤いドレスを着て、短い銀ぎん髪ばつに髪かみ飾かざりをつけており、鎧よろいを着た姿からは想そう像ぞうできない艶つやっぽさだった。どことなく不安そうに見えるのは、武器を身につけていないからだろうか。

　階段をしずしずと降りてくる二人を見て、店内にいる男たちが、ひゅーひゅーといっせいにはやし立てた。

「フェニックス、かわいい！」

「レグ、今度つき合えよ！」

　フェニックスは無言で微笑ほほえんでいるが、レグは露ろ骨こつに不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた。男たちの好奇の視線と、女たちの嫉しつ妬との視線を浴あびながら、彼らの間をすり抜け、サーラたちの席に近づいてくる。ミスリルはにやにや笑っているだけだったが、デインは妙にどぎまぎしている様子だった。

「どうしたの、その格かつ好こう？」サーラは目を丸くしていた。

「もちろん歓迎の準備よ」フェニックスはウインクした。「私たちだって女だもの、こういう格好もしなくちゃね」

「あたしは嫌いやだって言ったんだ！」レグはぼやいた。「まったく、あたしがたま～にこんな服着ると、みんなで馬ば鹿かにしやがって……」

「あら、でも注目を浴びるのって、けっこう嬉うれしいもんじゃない？」

「う、嬉しくなんかないよ！」

　レグは慌あわてて打ち消した。肌はだの色が濃こいのでよく分からないが、顔を赤らめているのではないかと、サーラは想そう像ぞうした。

　デインがわざとらしくせき払いした。「あー、僕は似合うと思うがな……」

「よしてよ。何か裸はだかになったような気分だ……」

「どうして？」ミスリルがからかう。「普ふ段だんは下着で平気で歩き回ってるのに？」

「うるせえ！　それより早くパーティはじめろよ。早くはじめて、早く終わらそうぜ」

「そうだな」

　デインが立ち上がった。両腕を広げ、店内の人間の注目を集める。

「みんな聞いてくれ。彼が今日から僕たちの仲間になるサーラだ」

　拍はく手しゆが起きた。「ほら、立って立って」フェニックスがサーラの背中をつつく。サーラはぴょこんと立ち上がり、緊きん張ちようして「よ、よ、よろしく」と言った。

「なりたてのほやほやの冒ぼう険けん者しやで、まだ何もできないが、熱意だけはある。失敗もあるかもしれんが、いろいろ教えてやってくれ。頼たのむ」

　また拍手が起きた。「まかせとけって！」と誰かが怒ど鳴なる。

「ただし！」ミスリルが声を張り上げた。「悪いことは教えるんじゃねえぞ。『ドーム』で金を巻き上げようとしたり、『真夜中の太陽』につれて行ったりしたら、俺おれが承知しねえからな！」

　笑いが巻き起こる。何かの冗じよう談だんだったらしいが、サーラには分からなかった。

「……というわけで」デインはにこにこ笑い、ぱんっと手を叩たたいた。「あいさつの意味をこめて、今夜の酒は僕たちのおごりだ。じゃんじゃん飲んでくれ」

　うおーっという歓声が店内に響ひびき渡った。さっそく何人かがカウンターに駆かけ寄り、ビールを注文する。

　フェニックスはカウンターに寄りかかり、愛用の杖を肩で支えた。杖の中は空くう洞どうの共鳴管になっている。杖の端は湾わん曲きよくしており、そこに弦げんが張られていて、たて琴ごととして使えるのだった。

　彼女の細い指が弦の上で踊ると、軽快な旋せん律りつが流れ出した。しばらく前ぜん奏そうの短いハミングが続いた後、唇くちびるが開き、曲に合わせて、希望にあふれた詩を紡つむぎ出した。




　　昨日の私は　風に震ふるえていた

　　明日の私は　闇やみに迷うだろう

　　でも今日だけは　寂さびしくはない

　　暖かい炎と　仲間がいる




　　昨日の憂うれいは　まるで夢のよう

　　明日の不安は　まだ影のよう

　　信じているわ　忘れないわ

　　この熱い幸せは　幻まぼろしじゃない……




　大おお騒さわぎの中で、店の中にいた冒ぼう険けん者しやたちが入れ替かわり立ち替わりやって来ては、サーラに自己紹しよう介かいした。数が多すぎて、いっぺんには覚えきれない。戦士もいれば魔ま法ほう使つかいもいる。男だけではなく女も何人かいるし、人間以外にエルフやドワーフもいる。背の高い者や低い者、乱らん暴ぼうそうな者や礼れい儀ぎ正しい者、あきれかえるほど陽気でお喋しやべりな者がいるかと思えば、むっつりと陰いん気きそうな者もいる……。

　彼らの共通点は、誰一人として、サーラを馬ば鹿かにしたりはしないということだった。一人前とは言えないものの、子供扱あつかいされないことが、サーラには嬉うれしかった。

「やあ、盛り上がってるなあ！」

　大声でそう言いながら、大股で店に入って来たのは、オーガーのようにがっしりした体格の中年男だった。全身から店内の大騒ぎに負けないくらいの陽気さを発散している。店の中にいた何人かが「やあ」と笑え顔がおで会え釈しやくを返す。どうやら有名人のようだ。

　男の背後に、自分と同じぐらいの少年がつき従っているのに、サーラは気づいた。男とは対照的に、こんな場所が苦手らしく、おどおどした様子で入ってくる。その服は黒一色で、まるで男の影のようだった。

「やあ、この子か！　うちで修しゆ行ぎようしたいって言うのは！」

　男はずんずんと近づいてくると、びっくりしているサーラの前に立ち止まり、大きな手で肩をぽんと叩たたいた。親愛の情をこめた気軽な動作だったのだが、サーラはよろけて椅い子すから落ちかけた。

「ええ、そうです」とミスリル。「サーラ、この人がアルド・シータさん。明日からお前を鍛きたえてくださる人だ」

「あ……よろしく」サーラは慌あわてて頭を下げた。

「アルドでいい！」男は吠ほえた。大きな声は地声らしい。「ギルドの教育係だ。子供だと思って甘やかさないからな、覚かく悟ごするんだぞ！」

　サーラは震ふるえ上がった。悪い人でなさそうなのは、ひと目見て分かったが、すぐそばに立たれて大きな声を出されると、猛もう獣じゆうに吠えられた小動物のように、反射的に畏い縮しゆくしてしまう。

　男は振り向いてミスリルを見た。「お前の見たところ、素質はあるのか？」

「ええ。人さらいのところから、縛しばられた縄なわをほどいて、崖がけを伝って逃げ出したんです。誰の助けも借りずに」

「うむ、それはもう聞いた。まったくたいしたもんだ！　もう盗とう賊ぞくの初歩の技術は心得てるわけだな。これは確かに教えがいがありそうな生徒だ！」
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　サーラはあまり誉められている気がしなかった。

「まあ、そんなに固くならんでもいい。うちのギルドには、お前さんの年頃の子供も何人かいるからな。じきに慣なれるさ」

「はい……」

「おお、そうだ。紹しよう介かいしとこう。ここにいるのが、俺おれの娘のデルだ──ほら、デル、あいさつしろ」

　そう言ってアルドは、自分の後ろにいた子供の腕を捕つかまえ、ぐいと前に突き出した。

　サーラはようやくその少年──いや、少女のことを思い出した。崖がけを逃げる途と中ちゆう、助けを求めた子供だ。

　少年と間ま違ちがえたのも無む理りはない。言われなければ、誰も女の子だとは気がつかないだうう。黒い髪かみは手入れしてないらしくぼさぼさで、顔はニキビだらけ。体格もまだ女らしくなく、おまけに身に着けているのは、体にぴったり合った黒いソフト・レザーのシャツとズボンだ──保守的な気風の村で育ち、女の子は必ずスカートをはくものだと思っていたので、サーラはちょっと驚おどろいた。

　だが、本当にサーラをとまどわせたのは、その子の表情が読めないことだった。無表情なのではない。悲しいのか、おびえているのか、それとも何かを訴えたいのか、ちょっと理解できない不思議な表情を浮かべており、追い詰つめられたウサギのようなおどおどした視線で、サーラをじっと見つめている。

「あ……えーと……ありがとう」サーラはようやくそう言った。「君がミスリルたちに知らせてくれたんだ……よね？」

　少女はこっくりとうなずいた。

「僕、サーラって言うんだ。変な名前だけど……」

「…………」

「デル……だよね？」

「ええ」と少女は言った。喋しやべれないわけではないらしい。

「あの……よろしく」

　サーラはおそるおそる手を差し出した。しかし少女は、まるで毒どくでもついているかのように、触さわろうとしない。サーラは宙ちゆうに手を浮かせたまま、気まずくなった。

「すまんなあ、口くち下べ手たな奴で！」

　とアルドは笑った。こういうのを「口下手」と言って済すませていいのだろうか、とサーラは疑問に感じた。

「やあ、アルド」そう言って近づいてきたのはレグだった。

「おや、レグだったのか！」アルドは陽気な好色さをあらわにした。「珍しい格かつ好こうしてるんで見違えたよ！」

　レグはおおげさに顔をしかめた。「誉めてんだか、けなしてんだか、どっちだよ？」

「もちろん誉めてるのさ！　いつもの凜り々りしい格好もいいが、たまには女らしい格好も気分が変わる──デルにも言ったんだ。パーティなんだから、もっと晴れやかな格好しろってな。だが、聞かなくてなあ……」

　デルは顔を真っ赤にした。「帰る……」とつぶやくと、店の外に飛び出してゆく。

「やれやれ、扱あつかいにくい子だ！」アルドは嘆たん息そくした。「女らしさなんてもんに、とんと興味を示さなくてなあ。ま、あと何年かすれば、色気づいてくるとは思うんだが……」

　こういうのを「親おや馬ば鹿か」と言うんだな、とサーラは思った。娘を愛するあまり、娘が変であることに気がついてないらしい。

　変な女の子──それがサーラの第一印象だった。だが、不快感や嫌けん悪お感かんは感じなかった。それどころか、店から走り出て行ったデルの行方が、妙に気になるのだ……。

「ほれ、サーラ！　お前の分だぞ！」

　振ふり返ると、サーラの目の前に、ビールのなみなみと入ったジョッキがどすんと置かれた。サーラは「うわっ!?」と悲ひ鳴めいをあげた。

「やめてよ！　ビールはもういやだよ！」

　一同はどっと笑った。彼がさらわれたいきさつを、もう聞かされていたからだ。

「おいおい。俺おれたちは人さらいじゃないぜ」とミスリル。「安心して飲めよ」

「やだ！　絶対にやだ！」

　サーラは頑がん固こに拒きよ絶ぜつした。金こん輪りん際ざい、酒なんか飲むまいと心に決めていた──酔よい潰つぶれるのがこわいからではなく、酔うと自分が何をするか分からないからだ。マローダに「酒さけ癖ぐせが悪い」と言われたのが気になっていた。

　幸い、誰もそれ以上は強ごう引いんに酒を勧すすめようとはしなかった。夜が更ふけるにつれて、周しゆう囲いはどんどん盛り上がっていった。まるで村祭りの夜のようだ。サーラはもっぱら山や羊ぎのミルクを飲んだが、酒の力など借りなくても、充じゆう分ぶんに高揚感を味わうことはできた。こんなに素敵な夜は初めてだった。

　フェニックスの歌は続いている。




　　昨日もない　明日もない

　　ただ今夜　今だけは　喜びを歌おう

　　悲しみもない　恐れもない

　　ただ夢と酒と歌に　酔よいしれよう




　　昨日の憂うれいは　まるで夢のよう

　　明日の不安は　まだ影のよう

　　信じているわ　忘れないわ

　　この熱い幸せは　幻まぼろしじゃない……







　あとがき





山本　弘






　一九九二年七月二五日、唐沢俊一さん（漫画家の唐沢なをきさんのお兄さんで、漫面原作者として有名）のご好意で、新宿の劇場で行われた仮面ライダーのイベントの楽屋裏を拝はい見けんする機会に恵まれました。

　小林昭二さん、宮内洋さん、潮健児さん……ブラウン管でしかお目にかかったことのないスーパーヒーローやスーパーヴィランの方々と、数十センチの距離まで接近できたのです。緊張のあまり、ほとんど何も喋しやべれませんでしたが、実に感動的な体験でした（どうだ、友野、うらやましいだろう!?　うわはははははははは）。

　テレビで見てると楽そうだけど、裏の苦労は大変なものです。特にすごいと思ったのが、何十年も東映の悪役一筋の潮健児さん。地獄大使のコスチュームで舞台に登場し、熱狂的ファンの「イーッ！」という声せい援えん（？）を浴あびながら、大ノリにノった怪演を見せていましたが、楽屋に戻ってコスチュームを脱ぐと、もう汗びっしょり！　体力と根性がないとできないお仕事なんだと実感しました。

　ライダーや地獄大使だけではなく、名もない戦闘員の方々の苦労も、並なみ大たい抵ていのものではないそうです。運動神経もなく、熱さに弱い僕には、とても想像できません。おまけに、ハードな練習をこなし、どんなに見事なアクションを見せても、マスクをかぶっているのでは、決して有名にはなれないのです。

　それなのに、みんな実に嬉しそうに、それぞれの役を演じておられます。

　様々な苦労を乗り越え、ヒーローや悪役を演じる俳優さんたち。危険なアクションをこなすスタントマンの方々。そして、それに声援を送るファンたち（僕もその一人なんだけど）……その熱気は「すごい」としか形容できないものです。




　そこには〝文学性〟も〝芸術性〟もありはしません。ストーリーは行き当たりばったりだし、科学考証もデタラメ。奇怪なコスチュームを着けた人たちによる、派手な格闘シーンの連続は、〝良識ある〟人の眉まゆをひそめさせるでしょう。

　でも、そこには〝文学性〟や〝芸術性〟を超越した魅み力りよくがあるのです。ファンを熱狂的に引きつける、ある種の美学があるのです。

　その魅力の本質が何なのか、僕には分ぶん析せきできませんし、分析しようとも思いません。そもそも、〝評論〟だの〝分析〟だのをやろうとしたとたん、それはかんじんの本質を見失い、分解してしまう気がします。

　その点、ハロルド・シェクターの『体内の蛇』（リブロポート）という本は、いわゆる芸術的な評論を拒否し、多くの人が熱中するＢ級大衆文化を、現代のフォークロア（民話）として捉とらえていて、好感が持てます（Ｂ級ホラーのファンの方、ご一読を）。

　そう、仮面ライダーやウルトラマンは、すでに現代の民話になっているのかもしれません。テレビや映画のような新しい媒ばい体たいが普ふ及きゆうしても、人間の本質は、狩かりの後で焚たき火びを取り囲み、語り部の語る英雄伝説に一いつ喜き一いち憂ゆうしていた頃から、まったく変わっていないような気がします（あー、今回は軽く流すつもりだったのに、何となく高こう尚しようっぽい話題になってしまった。自己嫌悪……）。




『ソード・ワールド』における「冒険者」という職業は、もちろん架空のものです。読者のみなさんの中には、いくらファンタジー世界でも、本当にこんな職業が成り立つのかと、疑問に思われる方がおられるかもしれません。

　確かに、冒険者の生活は、つらいことや危険なことの連続です。社会的地位は低いものですし、世間の偏見も強いでしょう。おそらく、大半の人は冒険者になりたいなどとは思わず、平穏でありきたりの一生を選ぶはずです。

　でも、仮面ライダーにあこがれてスタントマンを目指す若い人たちが後を絶たないように、アレクラスト大陸にも、冒険者という危険な職業にあこがれるサーラのような少年少女が、少なからずいるに違いありません。

　冒険者を目指すサーラの冒険は、今回でようやく二回目。ヒーローへの道は限りなく遠いように思えますが、しかたのないことでしょう。変身ポーズひとつでヒーローになれるほど、この世界は甘くないのです。失敗や挫折を乗り越え、夢に向かって一歩ずつ努力を続けるしかありません。

　どうか長い目でサーラの成長を見守ってやってください。








　キャラクター・データ






サーラ・パル（人間、男、11歳）

器き用よう度ど13（+2）

敏びん捷しよう度12（+2）

知力11（+1）

筋力８（+1）

生命力11（+1）

精せい神しん力10（+1）

冒ぼう険けん者しや技ぎ能のう　シーフ１

冒険者レベル　１

生命力抵てい抗こう力２　精神力抵抗力２

　武器：ダガー（必要筋力４）


攻こう撃げき力３　打撃力４　追加ダメージ２



　　盾たて：なし


回かい避ひ力３



　　鎧よろい：クロース（必要筋力１）


防ぼう御ぎよ力１　ダメージ減少１



　言語：（会話）西方語


（読解）






デイン・ザニミチュア（人間、男、26歳）

器用度15（+2）

敏捷度17（+2）

知力17（+2）

筋力12（+2）

生命力13（+2）

精神力19（+3）

冒険者技能　ファイター３、プリースト３（チャ゠ザ）、セージ４

冒険者レベル　４

生命力抵抗力６　精神力抵抗力７

　武器：レイピア（必要筋力12）


攻撃力５　打撃力12　追加ダメージ５



　　盾：バックラー（必要筋力１）


回避力６



　　鎧：ハード・レザー（必要筋力12）


防御力12　ダメージ減少４



　魔ま法ほう：神しん聖せい魔法（チャ゠ザ）３レベル


魔力５



　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、エルフ語、ゴブリン語


（読解）共通語、西方語、下位古代語






フェニックス（ハーフエルフ、女、？歳）

器用度18（+3）

敏捷度20（+3）

知力20（+3）

筋力12（+2）

生命力13（+2）

精神力15（+2）

冒険者技能　ソーサラー４、バード１、セージ２

冒険者レベル　４

生命力抵抗力６　精神力抵抗力６

　武器：メイジ・スタッフ（必要筋力10）


攻撃力１　打撃力15　追加ダメージ０



　　盾：なし


回避力０



　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力７）


防御力７　ダメージ減少４



　魔法：古代語魔法４レベル


魔力７



　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、上位古代語、エルフ語


（読解）共通語、西方語、下位古代語、上位古代語






ミスリル（エルフ、男、34歳）

器用度19（+3）

敏捷度21（+3）

知力18（+3）

筋力８（+1）

生命力９（+1）

精神力16（+2）

冒険者技能　シャーマン４、シーフ３

冒険者レベル　４

生命力抵抗力５　精神力抵抗力６

　武器：ダガー（必要筋力４）


攻撃力６　打撃力４　追加ダメージ４



　　盾：なし


回避力６



　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力４）


防御力４　ダメージ減少４



　魔法：精せい霊れい魔法４レベル


魔力７



　言語：（会話）共通語、西方語、エルフ語、精霊語


（読解）共通語、西方語、エルフ語






レグディアナ（人間、女、19歳）

器用度19（+3）

敏捷度13（+2）

知力12（+2）

筋力21（+3）

生命力19（+3）

精神力14（+2）

冒険者技能　ファイター５、レンジャー３

冒険者レベル　５

生命力抵抗力８　精神力抵抗力７

　武器：ヘビー・フレイル（必要筋力21）


攻撃力７　打撃力31　追加ダメージ８



　　盾：なし


回避力６



　　鎧：プレート・メイル（必要筋力21）


防御力21　ダメージ減少５



　言語：（会話）共通語、西方語


（読解）共通語、西方語






マローダ（ラミア、女、？歳）

　ラミアとしてのデータは『ソード・ワールドＲＰＧ上級ルール　分冊２』59ページ参照。

　人間としてのデータは次の通り。




器用度14（+2）

敏捷度12（+2）

知力16（+2）

筋力17（+2）

生命力20（+3）

精神力16（+2）

冒険者技能　シーフ２、ソーサラー４、セージ５

冒険者レベル　５


　魔法：古代語魔法４レベル




魔力６　生命力抵抗力８　精神力抵抗力７




　武器：ショート・ソード（必要筋力８）




攻撃力４　打撃力８　追加ダメージ４




　　盾：なし




回避力４




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力３）




防御力３　ダメージ減少５




　言語：（会話）共通語、西方語、下位古代語、上位古代語、ゴブリン語




（読解）共通語、西方語、下位古代語、上位古代語






ガスリー（人間、男、26歳）

器用度16（+2）

敏捷度14（+2）

知力15（+2）

筋力14（+2）

生命力14（+2）

精神力13（+2）

冒険者技能　シーフ２、レンジャー２

冒険者レベル　２

生命力抵抗力４　精神力抵抗力４


　武器：ショート・ソード（必要筋力７）




攻撃力４　打撃力７　追加ダメージ４




　　　　ロング・ボウ（必要筋力14）




攻撃力４　打撃力14　追加ダメージ４




　　盾：なし




回避力４




　　鎧：ハード・レザー（必要筋力７）




防御力７　ダメージ減少２




　言語：（会話）共通語、西方語




（読解）共通語、西方語






チャーナク（エルフ、男、？歳）

器用度19（+3）

敏捷度20（+3）

知力18（+3）

筋力５（+0）

生命力９（+1）

精神力16（+2）

冒険者技能　シーフ３、シャーマン３

冒険者レベル　３

生命力抵抗力４　精神力抵抗力５


　武器：ダガー（必要筋力２）




攻撃力６　打撃力２　追加ダメージ３




　　盾：なし




回避力６




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力２）




防御力２　ダメージ減少３




　魔法：精霊魔法３レベル




魔力６




　言語：（会話）共通語、エルフ語、西方語




（読解）共通語、エルフ語






マイズ（人間、男、38歳）

器用度16（+2）

敏捷度11（+1）

知力８（+1）

筋力20（+3）

生命力18（+3）

精神力11（+1）

冒険者技能　ファイター３、シーフ１

冒険者レベル　３

生命力抵抗力６　精神力抵抗力４


　武器：ブロード・ソード（必要筋力10）




攻撃力５　打撃力10　追加ダメージ６




　　　　バトル・アックス（必要筋力20）




攻撃力５　打撃力30　追加ダメージ６




　　盾：なし




回避力４




　　鎧：ハード・レザー（必要筋力10）




防御力10　ダメージ減少３




　言語：（会話）共通語、西方語




（読解）






デル・シータ（人間、女、12歳）

器用度14（+2）

敏捷度15（+2）

知力12（+2）

筋力７（+1）

生命力11（+1）

精神力12（+2）

冒険者技能　シーフ２

冒険者レベル　２

生命力抵抗力３　精神力抵抗力４


　武器：ダガー（必要筋力３）




攻撃力４　打撃力３　追加ダメージ３




　　盾：なし




回避力４




　　鎧：ソフト・レザー（必要筋力３）




防御力３　ダメージ減少２




　言語：（会話）共通語、西方語




（読解）共通語、西方語












ソード・ワールド・ノベル




悪あく党とうには負まけない！




サーラの冒険②








山やま本もと　弘ひろし
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